
Title ニュー·ディール期における資金集中とその運用形態

Author(s) 森, 杲

Citation 北海道大學　經濟學研究, 11(1), 55-96

Issue Date 1961

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/31078

Type departmental bulletin paper

File Information 11(1)_P55-96.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



ニL

ー
・
デ
ィ

ー
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と

そ
の
運
用
形
態

::7k 
不1(

果

自

次

て

ま

え

が

き

ご
、
一
ニ

0
年
代
の
銀
行
資
金
の
集
中
状
況

一
二
、
商
業
銀
行
の
資
金
運
用

問
、
投
資
銀
行
と
生
命
保
険
会
社

五
、
閣
僚
金
融
の
資
金
源

六

、

む

す

び
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一、
ま

〉・

え

カミ

き

ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
成
立
と
展
開
の
過
程
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
場
合
に
比
し
て
、

も
っ
て
い
る
。
特
に
そ
れ
は
銀
行
機
関
の
役
割
や
性
格
の
面
か
ら
み
る
と
き
に
い
ち
じ
る
し
い
。
本
論
に
は
い
る
前
に
そ
の
点
を
簡
単
に

説
明
し
、
問
題
の
所
在
を
も
あ
き
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。

一
つ
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
特
質
を

十
九
世
紀
後
半
か
ら
ニ
十
世
紀
初
期
に
い
た
る
ア
メ
リ
カ
産
業
資
本
の
独
古
形
成
は
、

一
般
に
、
大
投
資
銀
行
機
関
と
の
結
合
の
う
ち

経
済
学
研
究

O 



一ュ

l
・
デ
ィ

l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

に
す
す
め
ら
れ
た
。

ζ

れ
ら
大
投
資
銀
行
の
多
く
は
、

か
つ
て
国
際
的
な
マ
1
チ
ャ
ン
ト
・
パ
ン
カ
ー
と
し
て
資
金
調
達
活
動
に
従
事
し

て
い
た
が
、
十
九
世
紀
後
半
以
来
ア
メ
リ
カ
に
定
差
し
て
鉄
道
王
国
を
き
ず
き
、

か
か
る
分
野
で
の
支
配
勢
力
を
本
拠
に
、
次
第
に
産
業

一
般
に
も
証
券
取
扱
機
関
と
し
て
進
出
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
独
占
形
成
過
程
で
ほ
ん
ら
い
は
巨
大
商
業
銀
行
が
は
た
す
べ

き
役
割
在
い
わ
ば
投
資
銀
行
と
い
う
特
殊
な
機
関
が
代
行
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
事
情
に
加
え
、

旧
来
の
単
一
銀
行
制
度
、
小
規
模
多
数

銀
行
の
散
在

と
い
う
慣
習
や
立
法
規
制
が
あ
っ
て

ア
メ
リ
カ
で
は
商
業
銀
行
の
集
中
は
非
常
に
お
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
投
資
銀

行
機
関
網
に
よ
る
企
業
発
行
証
券
の
引
受
・
保
有
・
販
売
だ
け
で
は
企
業
独
占
化
の
治
大
な
資
金
需
要
を
円
滑
に
さ
さ
え
得
な
く
な
っ
て

は
じ
め
て
投
資
銀
行
機
関
と
商
業
銀
行
と
の
機
構
的
な
接
近
、
商
業
銀
行
の
集
中
過
程
、

そ
の
独
占
資
本
と
の
融
合
の
過
程
が
顕
著
に

な
る
の
で
あ
る
。

結
局

か
か
る
過
程
は

九
一

0
年
代
後
半
か
ら
一
九
二

0
年
代
に
最
も
さ
か
ん
だ
っ
た
。

と
の
時
期
に
商
業
銀
行
は
、
支
居
設
置
の

- 56ー

規
制
を
緩
和
さ
せ
つ
つ
本
居
所
在
都
市
内
で
の
支
届
を
増
設
し
て
預
金
獲
得
に
つ
と
め
、
ま
た
、
従
来
授
業
地
域
で
の
便
宜
的
な
営
業
方

式
で
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ

チ
エ
イ
ン
な
ど
の
銀
行
連
繋
シ
ス
テ
ム
を
大
都
市
に
ま
で
も
ち
乙
み
、
決
済
手
段
と
し
て
の
コ
ル
レ
ス
制
度
を

ア
メ
リ
カ
独
特
の
資
金
集
中
手
段
と
し
て
大
規
模
に
利
用
す
る
、
な
ど
の
方
法
で
、
全
国
の
中
小
銀
行
に
集
ま
る
社
会
的
な
遊
休
資
金
を

も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
の
他
の
金
融
中
心
地
に
集
中
せ
し
め
た
。

そ
し
て
そ
の
資
金
は
主
と
し
て
、

ω投
資
銀
行
へ
の
短
期
的
な
貸
付
、

お
よ
び
そ
れ
を
証
券
担
保
金
融
に
ふ
り
か
え
る
と
い
う
独
自
の
業
務
機
構
を
つ
う
じ
、
例
商
業
銀
行
の
投
資
部
門
み
ず
か
ら
が
企
業
発
行

証
券
の
引
受
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
へ
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
例
ほ
と
ん
ど
の
巨
大
銀
行
が
お
こ
な
っ
た
よ
う
に
、
投
資
銀
行
機
関
を
自
己
の

子
会
社
と
し
て
設
立
し
も
っ
ぱ
ら
証
券
業
務
に
従
事
さ
せ
る
、

と
い
う
や
り
か
た
で
、
大
企
業
の
資
金
需
要
を
充
た
し
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち

ζ

れ
ま
で
は
支
配
集
中
の
中
核
に
位
す
る
投
資
銀
行
機
構
へ
の
従
属
に
よ
っ
て
間
接
的
に
の
み
独
占
企
業
金
融
に
関
係
し
て
き

た
ア
メ
リ
カ
商
業
銀
行
は
、

い
ま
や
投
資
銀
行
業
務
と
の
近
代
的
な
連
繋
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
を
投
資
銀
行
化
し
つ
つ
巨
大
化
し
た
。
他



方
大
投
資
銀
行
の
側
で
も
、
預
金
受
入
や
貸
付
割
引
な
ど
正
則
銀
行
業
務
へ
進
出
す
る
と
と
に
よ
っ
て
商
業
銀
行
化
し
た
。

0
年
代
ま
で
に
は
、
両
機
関
の
差
異
は
実
質
的
に
消
滅
し
た
と
い
い
得
る
状
況
に
い
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
ニ

し
か
し
以
上
の
ご
と
き
シ
ェ
ー
マ
は

一
九
二
九
年
恐
慌
と
そ
れ
に
続
く
沈
滞
期
を
契
機
と
し
て

一0
年
代
以
降
は
大
き
く
変
貌
し

た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

た
と
え
ば
一
九
三
三
年
の
新
銀
行
法
は
投
資
銀
行
業
務
と
商
業
銀
行
業
務
と
の
兼
営
を
禁
じ
、

乙
こ
に
半
ば
形

式
的
に
で
は
あ
れ
、
各
銀
行
機
関
は
そ
の
い
ず
れ
か
を
え
ら
ば
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
二

0
年
代
か
ら
す
で
に
大
企
業
に

顕
著
だ
っ
た
自
己
金
融
方
式
が
さ
ら
に
一
般
化
し
て
、
証
券
投
機
プ
l
ム
の
終
っ
た
一
ニ

0
年
代
に
は
証
券
発
行
金
融
お
よ
び
外
部
金
融
の

比
重
が
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
銀
行
業
務
の
内
容
も
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
信
用

1
金
融
制
度
の
中
で

の
国
家
機
関
の
は
た
す
役
割
を
無
視
し
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
他
後
述
す
る
ど
と
き
諸
要
因
を
も
加
え
て
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の

z
u
d
f
」
、
こ
つ
こ
O

vid
、y
t
B
U
ふ
J

，
e

ふ
/

ま
た
は
再
生
産
過
程
で
の
社
会
的
な
資
金
の
集
中
・
利
用
形
態
は
、
従
来
と
は
か
な
り
異
な
る
内
容
を
も
っ
と
考
え
ら
れ

一
九
三

0
年
代
を
蘭
芽
期
と
し
、
第
二
次
大
戦
後

κ
つ
な
が
る
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
構
造
の
乙
の
新
ら
し
い
特
質
を
あ

- 57ー

機
能
や
位
置
、

き
ら
か
に
す
る
と
い
う
目
的
で

本
稿
で
は
そ
れ
を

一0
年
代
と
く
に
ニ
ュ

l
・
デ
ィ

l
ル
の
時
期
に
つ
き

主
と
し
て
金
融
機
関
資

金
の
動
態
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

(1) 

ご

0
年
代
ま
で
の
か
か
る
銀
行
の
集
'
叩
過
程
に
つ
い
て
は
、
北
大
経
済
学
研
究
一
八
号
(
一
九
六
一
年
三
月
)
に
お
け
る
中
村
通
義
氏
の
論
文
を
参
照

3
れ
た
い
。

一一、
三

0
年
代
の
銀
行
資
金
の
集
中
状
況

ア
メ
リ
カ
で
は
銀
行
の
貸
付
・
投
下
資
金
源
の
圧
倒
的
部
分
が
預
金
か
ら
な
っ
て
い
る
。
三

0
年
代
前
半
に
全
商
業
銀
行
の
も
つ
預
金

量
は
一
時
か
な
り
減
少
し
た
が
、
後
半
に
は
恐
慌
前
の
水
準
に
回
復
、

ま
た
は
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
る
。

し
か
し
預
金
の
構
成
内
容
に
は

経
済
学
研
究

O 
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100万ドJレ

l悶年iド193回3悶 i附年脚年iい193回3問 iい193回3ω9年
総 言十 21，131 I 15，671 I 30，452 I 19，330 I 11，933 I 15，311 

大衆預金(農，非農) 5，970 3，970 9，691 14，869 8，315 12，141 

企業預金(株式，非株式) 10，858 6，987 11，888 3，010 2，010 2，000 

金 磁 諸 機 関 1，877 1，655 3，455 678 1，234 553 

連邦，州，地方政府 1，898 2，807 3，779 712 360 553 

そ の イ也 528 250 1，639 61 14 64 

商業銀行の預金者分類(銀行間預金をのぞく)第 1表

R. W. Goldsmith: Financial Intermediaries in the American Economy since 
1900. 1958， p. 349より作成。

森

若
干
の
変
化
が
あ
り
、

さ
し
あ
た
り
、
要
求
払
預
金
(
仏
印

B
S門日仏
3
0印
宮
)
に
た
い
す
る

有
期
預
金
(
片
山
自
叩
佐
官
団
長
田
)
の
比
重
低
下
、
銀
行
間
預
金

(
U
Z
F
g
w
骨
吉
田
町
田
)
量
の

増
大
な
ど
が
自
に
つ
く
。
三

0
年
代
後
半
に
は
全
預
金
の
五
O
t
五
五
%
が
一
般
の
要
求

払
預
金
で
占
め
ら
れ
、

ハ
2
V

な
っ
て
い
た
。
以
下
こ
れ
ら
項
目
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
。

一
O
%
前
後
が
有
期
預
金

一
二
t
一
五
%
が
銀
行
間
預
金
か
ら

ま
ず
第
一
表
を
中
心
に
要
求
払
預
金
と
有
期
預
金
の
預
金
者
別
分
類
を
み
よ
う
。
前
者

で
は
企
業
お
よ
び
金
融
詫
機
関
(
商
業
銀
行
を
の
ぞ
く
)
か
ら
の
預
入
部
分
が
半
ば
以
上

を
占
め
、
後
者
で
は
一
般
大
衆
か
ら
の
預
託
が
圧
倒
的
部
分
を
占
め
る
。
両
預
金
の
合
計

で
は
大
衆
預
金
が
最
も
多
額
で
あ
る
が
、
ふ
つ
う
、
過
半
に
は
い
た
ら
な
い
。
こ
れ
ら
預

- 58-

金
者
項
目
聞
の
比
重
は
、
ニ

0
年
代
、
一
二

0
年
代
を
つ
う
じ
て
そ
う
大
き
な
変
化
を
示
し

て
は
い
な
い
。
景
気
変
動
に
た
い
す
る
敏
感
さ
と
い
う
点
で
も
、

ζ

れ
ら
民
間
預
金
の
各

項
目
に
は
さ
し
た
る
相
異
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
三

0
年
代
に
は
有
期
よ
り

も
要
求
払
預
金
の
の
び
方
が
か
な
り
大
き
い
が
、

ζ

れ
は
基
本
的
に
は
、

一
0
年
代
以
降

に
商
業
銀
行
が
い
わ
ゆ
る
J

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
化
の
傾
向
を
め
ざ
し
て
、
投
資
お
よ
び
信
託

業
務
や
貯
蓄
業
務
に
進
出
し
た
の
を
反
映
し
て
有
期
預
金
の
急
増
を
得
た
の
に
た
い
し
、

三
0
年
代
に
は
小
切
手
に
よ
る
支
払
い
の
慣
行
が
全
国
的
に
ま
す
ま
す
)
普
及
し
(
さ
ら
に

従
来
一
定
の
比
重
を
占
め
て
い
た
有
期
預
金
宛
の
小
切
手
振
出
や
同
預
金
の
任
意
引
出
が

他
方
、
生
命
保
険
会
社
、

0
年
代
に
規
制
さ
れ
た
)
、

貯
蓄
銀
行
、

政
府
金
融
機
関
の



1939年 12月31臼

|預金高 l比 率銀行数
(100万ドノレ) 銀行数 I預金高

総 14，389 56，758 100.0 100.。
預金高25万弗以下 3，239 501 22.6 0.9 

25~ 50万弗 3，226 1，173 22.5 2.1 

50~ 100万弗 3，052 2，168 21.3 3.8 

100~ 200万弗 2，240 3，148 15.6 5.6 

200~ 500万弗 1，497 4，563 10.5 8.0 

500~5，000 万弗 947 12，272 6.6 21.6 

5ρ00万弗以上 133 32，933 0.9 58.0 

商業銀行の預金集中第 2表

経
済
学
研
究

O 

Banking Studies. Board of Governors of the Federal Reserv巴 System:
1941， p. 426. 

急
速
な
進
出
が
、
商
業
銀
行
の
貯
蓄
機
能
を
侵
し
た
と
い
う
こ
と
で
説
明
で
き
よ

切つ
と
ζ

ろ
で
右
の
ご
と
き
源
泉
か
ら
商
業
銀
行
に
預
託
さ
れ
る
資
金
は
、

い
ち
じ

る
し
く
大
商
業
銀
行
に
集
中
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
そ
れ
を
一
ニ

0
年
代
末
に
つ
い

て
示
し
た
第
二
表
で
は
.
数
の
上
で
は
全
体
の
一
%
に
満
た
な
い
一
三
三
の
銀
行

が
、
全
預
金
高
の
五
八
%
を
保
有
し
て
い
る
。

行
に
つ
い
て
み
る
と
、

こ
れ
を
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
八
大
銀

一
九
二
八
年
の
八
大
銀
行
預
金
総
額
は
五
六
億
ド
ル

(ア

メ
リ
カ
商
業
銀
行
全
預
金
高
の
一
一
・
三
%
)

だ
っ
た
の
に
た
い
し

そ
れ
は

九
三
一
二
年
に
六
七
億
ド
ル
(
同
二

0
・
九
%
)
、

二
四
・
五
%
)
と
、

- 59-

絶
対
額

比
重
と
も
}乙

増
加ー
の九

途天
宇年
円

ど一
つ O

ご管
モ~)し
f、
問i¥ 

大
銀
行
の
う
ち
五
行
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
屈
を
も
つ
が
、

こ
の
五
大
銀
行
は
一

九
二
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
全
預
金
の
約
三
三
%
を
保
有
し
て
お
り
、

三
年
に
は
四
六
%
、

一
九
三

さ
ら
に
一
九
三
八
年
に
は
五
二
%
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。
ま

た
右
八
大
銀
行
中
の
六
行
は
、
一
二

0
年
代
半
ば
に
一

O
億
ド
ル
以
上
の
資
産
を
も

っ
全
国
一
一
一

O
大
会
社
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
資
金
や
資
産
の
面
か
ら

一
般
的
に
い
っ
て
、
三

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
商
業
銀
行
の
機
構
内
部
で
の

集
中
は

二
0
年
代
よ
り
も
一
段
と
す
す
ん
だ
と
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で

は
か
か
る
資
金
集
中
は
い
か
に
し
て
可
能
に
な
っ
た
か
。
二

0
年
代
に
は
産
業
の



一
A
i
ユ
ア
ィ

i
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
遼
局
形
慾

森

地
に
流
入
せ
し
め
た
。

の

の

A(7〉

大
銀
行
と
の
結
合
関
係
は
基
本
的
に
は
変
ろ
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

ま
た

の
活
議
化
が

大
都
市
周
辺
へ
の

く
稜
々
の
銀
行
資
金
集
中
方
式
が
以
前
の
時
期
よ
り
も
さ
ら
に
徹
底
し
て
利
用
窓
れ
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
く
花
、

の
婆
求
払
、

な
ら
ん
で

の
も
う
一
つ
の

る
涼
泉
で
あ
る
銀
行
関
預
金
の
は
た

で
あ
る
。
以
下
、

“市、

れ
に
つ
い
て
の
ぺ
る
。

の
大
部
分
は
コ
ル
レ
ス

(
n
o
H
H
g窓
口
仏
日
号
待
〉

よ
る
も
の
で
あ
る
。

の
コ
ル
レ
ス
関
係
は

へ
の
制
約
約
後
ぬ
け
で

し
て
ア
メ
ワ
カ
に
卒
く
か
ら
並
回
一
決
し
た
。

ほ
ん
ら
い
は
の
ふ
八
銀
一
行
に
か
わ
る
取
引
決
請
、
鈴
間
給

こ誤
と宣言
との
な技
つ祷
た的
の乎
で設
あな
る主の
。t!.
カま

一
0
年
代
前
後
か
ら

し
ろ

ノ¥

の

の
商
か

よ
り
、
「
す
べ
て
の
分
野
の
余
薪
資
金
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で

{
A
V
U
 

取

引

所

証

券

へ

の

コ

ー

ル

・

ロ

ー

ン

に

用

い

ら

れ

る

」

こ

と

、

ニ

?
i
3
1
ク
外
に
あ
る
ど
ん
な

コ
ル
レ
ス

一部一

ζ

と
で
は

の

ハ
刊
〉

設
に
費
出
さ
れ
て
い
る
の
か
も
全
然
わ
か
ら
な
い
い

き
て
い
る
の
か
全
然
わ
か
ら
ず
、

ま
た
地
方
銀
符
家
は
自
己
の

よ
う
な

の
生
じ
て
い
る
こ
と

て
き

に
よ
っ
て
コ
ル
レ
ス
の
決
議
技
術
的
な
意
義
は

か
な
り
奪
い
と
ら
れ

そ
れ
に
つ

で
全
米
の
コ
ル
レ
ス

の

た
の
で
あ
る
が

そ
れ
だ
け
に
右
の
ご
と
き
コ
ル
レ
ス

の
任
務
は
よ
り
あ
ら
わ
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

九一一一

0
年
代
に

コ
ル
レ
ス
関
係
を
訣
映
す
る
銀
打
開
問
預
金
の
量
と
そ
の
全
預
金
に
占
め
る
比
重
と
は
、

二
O
何
十
代
よ
り
も
一
段
と

た
か
ま
っ
た
。

に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。

て
は

へ
の
割
合
が
一
割
、
t

寄目
玉

の

つ
う
じ
、
最
大
金
融
中
心

る
と
、
そ
の
資
金
集
中
機
能
は
非
常
に
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

る
ニ

?
i
ヨ
ー
ク
州
と
シ
カ
ゴ
を
譲
ず
る
イ
ワ
ノ
イ
州
と
だ
け
で

つ
で
も
、

ζ

のつ
ζ

し
か
も
ζ

れ
ら
大
都
市
の



100万わレ

全米銀行間預金 銀行間演金中(%大)都市の比率

年 次1

金 額 %2 イリノイ

1910 2，304 15.7 37.5 11.4 

1920 3，729 10.2 39.2 9.9 

1927 4，527 9.3 40.7 8.8 

1930 5，129 10.0 45.1 9.1 

1931 5，150 10.9 42.9 8.6 

1932 3，323 9.3 43.1 8.1 

1933 3，467 10.8 44.6 8.3 

1934 4，581 12.5 42.4 8.9 

1935 5，644 11.2 43.5 9.5 

1936 6，903 12.3 44.6 9.8 

1937 6，336 12.8 45.0 9.1 

1938 6，838 17.6 44.7 10.7 

1939 8，220 15.3 46.9 9.7 

銀行間預金とその比震第 3表

経
済
学
研
究

O 

All-Bank Statistics. 

1. 毎年6月30日現在残高。

2. 会米商業銀行全預金高にたいする%。
Board of Governors of the Federal R巴serveSystem: 

U.S. 1896-1955. 1959， var. pages.により作成。

占
め
る
比
重
は
逓
増
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
表
で
示
さ
れ

て
い
る
。
他
方
乙
れ
を
コ
ル
レ
ス
預
金
の
預
け
手
の
方

か
ら
み
る
と
、

た
と
え
ば
一
九
三
九
年
、
地
方
的
な
加

盟
銀
行
と
非
加
盟
銀
行
と
だ
け
で
全
体
の
五
八
・
四
%

を
預
入
し
て
お
り
、

連
邦
準
備
都
市
内
に
あ
る
商
業
銀

行
が
一
ニ
六
%

そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

シ
カ
ゴ
に
所

在
す
る
銀
行
は
五
・
六
%
の
量
を
担
っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。

し
か
し
三

0
年
代
に
お
け
る
コ
ル
レ
ス
資
金
の
集
中

- 61ー

は
、
二

0
年
代
に
お
け
る
も
の
と
は
い
さ
さ
か
質
の
異

な
る
点
も
あ
る
ζ

と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二

0

年
代
に
は
コ

I
ル
・
ロ
ー
ン
利
率
が
証
券
ブ

1
ム
を
反

映
し
て
高
水
準
に
あ
り
、

な
に
よ
り
も
そ
の
こ
と
が
銀

行
資
金
を
各
地
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
集
中
さ
せ
た
の

で
あ
る
が
、

一0
年
代
の
そ
れ
は
、
基
本
的
に
は
、
各

銀
行
の
過
剰
資
金
の
存
在
が
消
極
的
な
か
た
ち
で
ま
す

ま
す
コ
ル
レ
ス
銀
行
へ
の
預
入
を
増
加
さ
せ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
ζ

で
こ
れ
ら
過
剰
資
金
の
負
担
は
、
集
中
的
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i
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l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

し
か
も
不
況
期
に
は
預
金
者
が
中
小
銀
行
か
ら
大
銀
行
へ
と
大
規

こ
う
し
て
、
三

0
年
代
前
半
に
お
け
る
弱
小
銀
行
の
困
難
が
資
金
回
収
の
不
龍
化
や
預
金
引
出
に
よ
る
と
り
つ
け
の
お

そ
れ
に
主
と
し
て
あ
っ
た
に
た
い
し
、
巨
大
銀
行
の
困
難
は
過
剰
資
金
の
運
用
に
か
ん
し
て
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
預
託
を
う
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
銀
行
に
も
重
く
か
か
っ
て
く
る
。

模
に
移
動
し
た
。

(4) (3) (2) 

出
。
阻
止
え
の
2
m
E
0
3
0同
任
問

P
L
R止
問

2
2〈
ωω
百
件
目
白
日
〉
ロ
・
∞
g
r
g阻止印片山口印
-
S
E
w
-
u・
8
・
よ
り
算
出
。

回
O阻
止
え
の
0
5
5
0
H田
c
h
p叩司・凶作
ω
日
切
自
r
g
m
ω
宮内出目印
-HUAHHUB-

ロ。
l
r
な
ど
に
よ
る
。

C-n・
ヴ
ィ
ド
コ
フ
ス
キ

l
「
ア
メ
リ
カ
の
信
用
お
よ
び
信
用
政
策
」
一
九
四

O
年
、
邦
訳
一
二
一

O
頁
、
お
よ
び
〉
口
目
回
g
r
g
a
u
t
g
-
〈

R
-
吉
田
目
印
ょ

に
よ
り
計
算
。
な
お
八
大
銀
行
と
は
、

(
u
y
g
m
Z巳
5
2
]
回目ロ
r
c同
Z
・J円
・
(
ニ
ナ
l
ヨ
l
ク)、

Z
巳
-oロ
m
L
Q
q
切回ロ
r
c同
Z
・J円
・
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
)
、
の
口
同
門
出
HHqJ門門戸
H印
Hhr
の
0・
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
)
、
切
回
口
r
c同
〉
自
由
門
戸
口
問
(
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
)
、
の

E
S問
。
。
。
ロ
昨
日
同
百
三
回
目
切
田
口
「
(
シ
カ
ゴ
)
、

の
白
ロ
可
回
目
円
山
田
口
口
CHdd同
回
日
ロ
「
〈
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
)
、
の
『
呂
田
mc
問，
H
H
2
2丘町
D
口
回
目
回
同
ロ
r
(
シ
カ
ゴ
)
、
出
回
ロ
}
向
。
吋
印
吋
H
Eけ
除
。
0・
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
)

で
あ
る
。

H
E
?
に
よ
り
算
出
。

0
・
F
可ロロ
}
H
H
A門
『
由
。
。
ロ
ロ
O
R門田広
Cロ
C同
開
口
Cロ
O白
山
口
可
O耳目円
-HUAHFHV-HHU・

し
か
し
一
九
四

0
年
代
以
降
は
、
箪
需
経
済
と
復
興
に
よ
る
再
編
過
程
で
、
む
し
ろ
産
業
の
地
方
へ
の
拡
大
、
分
散
現
象
が
お
こ
っ
た
。
こ
れ
は
大
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
の
努
力
を
つ
よ
め
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
い
く
つ
か
の
点
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
シ
カ
ゴ
な
ど
の
地
位
は
低
下
し
た
。

当
時
、
閣
法
銀
行
法
の
も
と
で
地
方
の
加
盟
銀
行
は
法
定
準
備
(
一
五
%
)
の
五
分
の
三
を
都
市
の
コ
ル
レ
ス
銀
行
に
預
入
が
み
と
め
ら
れ
、
次
に
預

入
を
う
け
た
都
市
銀
行
は
、
彼
ら
の
法
定
準
備
(
一
一
五
%
)
の
一
一
分
の
一
ま
で
を
大
都
市
の
コ
ル
レ
ス
先
に
預
入
し
得
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
要

求
払
の
資
金
預
入
に
た
い
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
大
都
市
の
銀
行
は
ご
%
前
後
の
利
子
を
支
払
う
慣
行
が
あ
っ
た
が
*
、
ご

0
年
代
に
は
い
る
と
そ

の
利
率
は
上
昇
し
、
他
方
、
地
方
的
な
貸
付
市
場
の
相
対
的
狭
綾
佑
も
て
つ
だ
ワ
て
、
地
方
銀
行
は
法
定
準
備
に
よ
る
基
準
以
上
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

資
金
を
送
り
こ
む
こ
と
が
し
ば
し
ば
お
こ
る
に
い
た
っ
た
。

庁一
z
a
z口
同
日
冨
O口出同国岡山刊の
O
B宮町田丘
Cロ
日
切
g
r
F
O出
口
印
田
口
仏
∞
件
。
口
r
H
W
H口
E
ロ間目

ω口
出
口
己
主
Cロ
-H2NUHVH】
-
N
ι
l印・

出回ロ}乱口問

ω4門戸同門出向田・

OHM-nF-u
℃・品自・

』
・
吋
・
図
。
日
仏
印
司
O
H
F
H
冨
c口
問
同
出
口
仏
回
目
ロ
「
日
間
-
H
U
M
P
H
Y
U
N白
.

(7) (6) (5) (8) 側 (9)

- 62ー



(13) (12). (11) 

同
内
・
】
山
口
口
白
可

H

H

ロ
同
町
同
}
)
出
口

r
u
o℃
C
印
片
付
・
呂
町
∞
w
H
M
-
N
印
-

H
寸
H
ι
-
u
H
U
H
Y

日
出

3
、UW
同
】
・
叶

ω・

コ
ル
レ
ス
・
バ
ラ
ン
ス
の
資
金
集
中
機
能
は
第
ご
次
大
戦
中
も
拡
大
さ
れ
た
が
、

レ
ス
上
の
比
重
も
低
下
し
て
き
て
い
る
。

戦
後
は
む
し
ろ
漸
減
傾
向
を
示
レ
、

同
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
中

ζ

れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
資
金
集
中
と
い
う
面
に
そ
く
し
な
が
ら
、
銀
行
預
金
を
構
成
す
る
各
項
目
(
要
求
払
、
有
期
、
銀
行
間
預
金
)

に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
産
業
諸
活
動
が
大
都
市
周
辺
に
結
集
し
、
大
企
業
の
遊
休
資
金
が
同
盟
関
係
に
あ
る
大
商
業
銀
行
に
預
託
さ

れ
、
大
衆
の
預
金
が
信
頼
度
た
か
い
大
銀
行
に
移
動
し
、

ま
た
地
方
的
な
集
積
資
金
が
コ
ル
レ
ス
関
係
を
つ
う
じ
て
ま
す
ま
す
金
融
中
心

地
の
芭
大
銀
行
へ
流
入
す
る
、

と
い
う
事
情
が
、
一
二

0
年
代
に
お
け
る
高
度
の
銀
行
資
金
集
中
を
も
た
ら
し
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
こ
の

ζ

と
は
、
他
面
か
ら
い
え
ば
、

そ
れ
ら
資
金
を
受
け
と
る
銀
行
資
本
の
側
で
の
い
っ
そ
う
の
機
構
的
な
整
備
や
独
占
化
を
前
提
と
し
て
可

能
に
な
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
か
か
る
機
構
的
な
集
中
の
状
況
に
も
言
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

さ
し
あ
た
り
そ
れ
は
、
商
業
銀
行
の
休
業
と

- 63ー

合
同
の
過
程
、
支
居
制
度
の
拡
張
、

グ
ル
ー
プ
制
な
ど
連
繋
シ
ス
テ
ム
、
を
検
討
す
る
こ
と
で
は
た
さ
れ
る
と
考
え
る
。

〔

1
〕

銀

'一占
す丁

イ木

業

ア
メ
円
'
カ
で
は
二

0
年
代
に
お
い
て
も
弱
小
銀
行
の
倒
産
、
休
業
は
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
が
、
三
O
年
代
前
半
の
不
況
期
に
お
け
る
そ
れ
は
、
史
上
最
大

の
規
模
に
た
つ
し
た
。
第
四
表
に
み
る
ご
と
く
休
業
数
お
よ
び
一
行
当
り
規
模
で
、
こ
の
時
期
の
銀
行
休
業
は
ニ

0
年
代
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。
ま
た

三
0
年
代
前
半
に
は
、
比
較
的
規
模
の
大
ま
い
連
邦
準
備
制
度
加
盟
の
機
関
に
も
多
く
の
休
業
が
あ
っ
た
ω

こ
れ
ら
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
商
業
銀
行
数
は
一

九
二
九
1
一
九
三
三
年
の
四
年
間
だ
け
で
一
万
行
以
上
減
少
し
た
。
こ
の
期
間
に
合
衆
国
商
業
銀
行
の
総
預
金
量
は
約
三
五
%
減
っ
た
が
、
活
動
銀
行
数
の
そ

行
あ
た
り
の
預
金
高
は
む
し
ろ
増
大
し
て
い
る
。

れ
を
上
ま
わ
る
減
少
に
よ
り
、

休
業
銀
行
の
地
域
分
布
を
み
る
と
、
南
部
・
中
西
部
・
西
部
な
ど
の
農
業
地
域
に
圧
倒
的
に
多
く
、
た
と
え
ば
一
九
一
一
一
三
年
に
は
全
体
の
約
八
O
%
を
占
め

経
済
学
研
究
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期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

休業銀行の状況

l 全商業銀行数 i 
休 業 銀 行

年次
銀行数 |うち加盟銀行| 保有預金量

1921 30，291 505 71 172.3 

1925 28，442 618 146 167.6 

1929 24，970 659 81 230.7 

1930 23，679 1，352 188 853.4 

1931 21，654 2，294 516 1，690.7 

1932 18，734 1，456 331 715.6 

1933 14，207 4，004 1，275 3，599.0 

1934 15，348 57 1 37.0 

1935 15，488 34 4 10.0 

1936 15，329 44 1 11.3 

1937 15，094 59 6 19.7 

1938 14，867 55 2 13.0 

1939 14，667 42 7 35.0 

第 4表

森
蒋単位100万ドル
All-Bank Statistics. p. 37. Studenski & Krooss: Financia! History of the 
U.S. 1952， p. 355.および Statistica!Abstract of U.S. 1940， p. 266より作成。

(

日

)

ハ

ロ

ゾ

て
い
る
。
し
か
し
二

0
年
代
に
く
ら
べ
る
と
、
分
布
は
よ
り
全
国
的
で

あ
る
。
一
一
一

0
年
代
前
半
の
こ
れ
ら
休
業
銀
行
中
、
の
ち
に
再
開
さ
れ
た

も
の
は
銀
行
数
に
し
て
一
割
強
、
預
金
高
に
し
て
二
割
強
に
す
ぎ
な
い

円

四

)

ょ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
の
も
の
は
破
産
す
る
か
、
他
銀
行
に
合
問
、
吸

収
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
後
者
の
解
決
方
法
も
か
な
り
多
い
。
た

と
え
ば
一
九
三
了
一

o
l
一
九
三
二
・
一

O
の
一
年
間
に
休
業
し
た
一

三
六
国
法
銀
行
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
完
全
な
倒
産
は
九
行
(
資
本
金
合

計
八

O
万
ド
ル
て
に
す
ぎ
ず
、
他
の
国
法
銀
行
に
吸
収
さ
れ
た
も
の

一
四
六
行
(
六
、
九
九

O
万
ド
ル
)
州
法
銀
行
に
吸
収
さ
れ
た
も
の
八

一
行
(
二
、
三
六
一
一
一
万
ド
ル
)
だ
っ
た
。
一
九
三
二
一

t
一
九
一
一
一
四
年
の

場
合
に
は
、
破
産
し
て
し
ま
っ
た
機
関
の
比
率
が
多
少
増
加
し
た
。

- 64ー

も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
大
規
模
な
銀
行
休
業
と
合
問
、
吸
収
と
が
、
た

だ
ち
に
都
市
大
銀
行
へ
の
集
中
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
モ
ウ
ル

ト
ン
の
い
う
ご
と
く
「
三

0
年
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
銀
行
の
合
併
は
、

大
部
分
、
窮
迫
せ
る
銀
行
が
崩
壊
か
ら
身
を
ま
も
る
た
め
の
も
の
で
あ

ワ
た
」
の
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
中
小
銀
行
相
互
の
再
編
を
意
味
す
る

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
二

0
年
代
の
休
業
の
波
が
、
「
二
十
世
紀

初
頭
の
:
:
:
好
況
を
背
景
と
し
た
銀
行
設
立
ブ

l
ム
の
整
理
過
程
」
だ

っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
三

0
年
代
初
期
の
大
規
模
な
倒
産
と
合
同
は
、

そ
の
援
理
過
程
を
不
況
期
に
お
い
て
は
る
か
に
強
力
に
徹
底
化
す
る
役
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|/|| 庖 数
支有預金高

又

預金高規模
銀1百行保数 (100万ドノレ) 言十 | 本都庖市所在内| 本都脂市所在外

100万ドル以下 313 170，091 383 8 375 

100 万~5，000万ドル 527 5，078，511 1，282 536 746 

5，000 万~5 億ドル 81 10，450，160 929 686 243 

5億ドル以上 13 15，113，972 897 393 504 

計 93"1 30，812，734 3，491 1，623 1，868 

支庖保有銀行の集中第 5表

経
演
学
研
究

O 

劉
を
は
た
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
の
期
を
終
え
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
商
業
銀
行
数
は

現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
大
幅
の
変
化
を
示
さ
な
い
。
九
三
三
年
三
月
の
強
制
的
な
い
わ
ゆ
る
「
銀
行
休
日
」
は
、

長
か
っ
た
か
か
る
整
理
過
程
を
ひ
と
ま
ず
終
結
さ
せ
、
ニ
ュ

1
・J
プ
ィ

l
ル
期
の
再
編
過
程
に
は
い
る
た
め
の
転

換
点
、
だ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

〔

2
〕

支
居
銀
行
の
増
加

ア
メ
リ
カ
で
は
伝
統
的
な
単
一
銀
行
制
度
の
理
念
に
よ
り
、
商
業
銀
行
の
支
活
設
置
が
す
べ
て
の
州
で
禁
止
ま

た
は
制
限
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
制
約
を
の
が
れ
る
た
め
に
、
コ
ル
レ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
潜
行
的
な
支
庖
制
度
の

機
構
が
発
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
一
九
一

0
年
代
以
降
は
、
単
一
銀
行
へ
の
制
約
そ
の
も
の
も
漸
次
緩
和

の
方
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
九

O
九
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
に
よ

- 65-
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る
支
居
設
置
許
可
に
は
じ
ま
っ
て
ま
ず
各
州
法
の
規
制
緩
和
が
続
き
、

一
九
二
二
年
に
は
閣
法
銀
行
法
に
よ
っ
て

も
附
随
出
張
所
と
い
う
か
た
ち
で
の
市
内
支
底
設
置
(
支
居
制
を
み
と
め
る
州
に
限
る
)
が
み
と
め
ら
れ
た
。
一

九
二
七
年
の
マ
ッ
ク
フ
ァ

i
Jア
ン
法
は
主
と
し
て
そ
れ
を
成
文
化
し
た
。
一
九
三
一
一
一
年
銀
行
法
は
、
国
法
銀
行
の

支
活
設
置
に
透
貨
監
督
官
の
許
可
を
要
す
る
も
の
と
し
、
か
つ
支
庖
設
置
銀
行
の
最
低
資
本
金
額
を
定
め
た
が
、

同
時
に
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
す
べ
て
所
在
地
の
州
法
銀
行
と
同
一
条
件
に
す
る
と
い
う
緩
和
策
を
と
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
て
商
業
銀
行
の
支
活
設
置
傾
向
は
た
か
ま
っ
た
。
全
体
か
ら
み
れ
ば
支
庖
を
も
っ
商
業
銀
行
数
は
依
然

と
し
て
全
商
業
銀
行
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
な
い
。
(
一
九
三

O
年
一
ニ
・
ニ
%
、
一
九
三
五
年
五
・
三
%
、
一
九
三

九
年
六
・
四
%
)
行
あ
た
り
平
均
の
支
活
保
有
数
も
、
一
九
一
一
一
九
年
で
す
ら
三
・
七
に
す
ぎ
な
〉
日
目
し
か
し
支
局

保
有
銀
行
の
集
中
状
況
も
ま
た
大
き
い
。
第
五
表
に
み
る
ご
と
く
二
二

0
年
代
末
に
は
預
金
高
五
、

0
0
0万
ド
ル



一ュ

l
・
デ
ィ

I
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

以
上
の
一
三
三
銀
行
中
七

O
M
F強
に
あ
た
る
九
四
行
が
平
均
二

O
ず
つ
の
支
庖
を
擁
し
た
。
し
か
も
そ
の
保
有
数
も
き
わ
め
て
不
均
等
で
九
四
行
中
の
わ
ず
か

ニ
行
が
全
支
庖
の
一
七

μ
に
あ
た
る
六
一

O
の
支
庖
を
保
有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
大
銀
行
は
、
海
外
に
数
十
、
ま
た
は
数
行
の
支
庖
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
支
庖

門

出

〉

の
増
設
は
主
と
し
て
、
新
居
舗
の
建
設
に
よ
る
か
、
他
銀
行
の
吸
収
、
支
応
化
に
よ
っ
た
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
一
九
二

0
年
代
と
は
逆
に
本
居
所
在
地
と
同
一
の
都
市
内
に
あ
る
支
庖
数
が
不
変
ま
た
は
減
少
傾
向
を
も
ち
、
本
居
所
在
都
市
外

の
支
庖
数
が
逓
増
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
後
者
は
圧
倒
的
に
地
方
銀
行
の
保
有
し
て
い
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
全
商
業
銀
行
組
織
に
お
い
て
占
め
る

比
重
は
と
る
に
た
り
な
か
っ
た
。
都
市
銀
行
の
巨
大
化
を
た
す
け
た
の
は
む
し
ろ
市
内
支
庖
網
で
あ
っ
た
。
し
か
し
都
市
内
支
庖
制
は
ほ
ん
ら
い
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
カ
ナ
ダ
、
あ
る
い
は
太
平
洋
岸
諸
州
に
お
い
て
諮
ら
れ
て
い
る
意
味
で
の
支
庖
銀
行
制
と
は
異
な
り
」
、
本
居
と
使
宜
上
、
家
屋
を
分
け
て
業
務
を
お
こ
な

う
分
庖
、
出
張
所
に
す
ぎ
な
い
程
度
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
大
部
分
は
本
活
か
ら
わ
ず
か
数
分
の
場
所
に
所
在
し
て
お
り
、
特
殊
な
時
期
を
の
ぞ
く
と
広
範

な
資
金
集
中
機
能
を
も
っ
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
一
一
一

0
年
代
の
大
銀
行
が
む
し
ろ
市
外
交
庖
設
置
へ
急
速
に
の
び
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
多
く
は
州
法
規
定
の
ゆ
る
や
か
な
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
そ
の
他
数
州
で
の
現
象
で
あ
り
、
た
と
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
一
九
三
九

年
に
会
国
の
都
市
内
支
庖
数
の
三
七
%
を
も
っ
一
方
、
本
居
所
在
都
市
外
交
庖
数
で
は
、
依
然
と
し
て
わ
ず
か
二
%
を
保
有
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

か
く
て
支
応
増
加
の
い
ち
じ
る
し
い
傾
向
を
み
と
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
銀
行
資
金
ま
た
は
銀
行
機
構
そ
の
も
の
の
集
中
と
い
う
聞
か
ら
ど
の
程
度
に
評
価
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す
る
か
と
な
る
と
問
題
は
か
な
り
む
ず
か
し
い
。
結
局
、
大
銀
行
の
市
外
支
庖
増
設
が
最
も
関
心
を
よ
ぷ
が
、
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
集
中
の

き
わ
だ
っ
た
変
貌
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
銀
行
休
業
に
よ
る
整
現
過
程
が
三

0
年
代
前
半
で
ほ
ぼ
完
了
し

た
に
た
い
し
、
支
庖
制
拡
張
に
よ
る
集
中
の
問
題
は
、
二
一

0
年
代
以
降
今
日
ま
で
、
む
し
ろ
次
第
に
重
要
性
を
増
し
て
ぎ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

〔

3
〕

グ
ル
ー
プ
お
よ
び
チ
ェ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム

グ
ル
.1プ
・
バ
ン
キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
と
は
参
加
各
銀
行
の
多
数
株
を
も
っ
持
株
会
社
を
設
立
す
る
結
集
方
式
、
チ
エ
イ
ン
・
バ
ン
キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
と
は
、
個

人
ま
た
は
特
定
の
銀
行
を
管
理
者
と
し
て
連
繋
す
る
方
式
で
あ
る
が
、
荷
者
の
差
異
は
明
確
な
も
の
で
な
く
、
二

0
年
代
以
前
に
は
事
実
上
区
別
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
シ
ス
テ
ム
は
従
来
、
農
業
地
域
の
中
小
銀
行
に
主
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
二

0
年
代
よ
り
特
に
グ
ル
ー
プ
方
式
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ



カ
ゴ
な
ど
に
も
出
現
す
る
に
お
よ
ん
で
、
に
わ
か
に
注
目
を
あ
び
た
。
し
か
し
そ
の
立

法
規
制
は
一
九
三
三
年
銀
行
法
に
お
い
て
は
じ
め
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

規
制
内
容
は
、
グ
ル
ー
プ
参
加
銀
行
を
支
配
す
る
持
株
会
社
で
の
，
議
決
権
行
使
に
あ
た

り
、
連
邦
準
備
理
事
会
の
許
可
を
義
務
づ
け
た
こ
と
に
あ
っ
岡
山
こ
の
こ
と
か
ら
三

O

年
代
以
降
は
グ
ル
ー
プ
に
か
ん
す
る
資
料
は
比
較
的
と
と
の
っ
た
が
、

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
未
だ
実
体
が
十
分
つ
か
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
第
六
表
に
よ
り
、

チ
ェ
イ
ン
・
シ

グ
ル
ー
プ
・
シ
ス
テ
ム
の
全
溜
業
銀
行
に
占
め
る
比
重
を
地

域
別
に
み
よ
う
。
表
に
よ
れ
ば
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
酋
北
中
部
、
お
よ
び
太
平
洋

岸
な
ど
で
グ
ル
ー
プ
・
シ
ス
テ
ム
は
、

か
な
り
の
実
質
的
支
配
力
を
も
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
参
加
銀
行
の
営
業
規
模
は
全
国
的
に
平
均
よ
り
も
か
な
り
大
き
い
。

九
三
九
年
に
は
預
金
額
五
、

0
0
0万
ド
ル
以
上
の
二
二
一
一
一
銀
行
中
、
二
三
行
が
グ
ル

i
プ
に
参
加
し
て
い
た
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
系
統
の
過
半
は
二

l
七
州
に
わ
た
る
参
加
銀

行
を
擁
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
を
支
配
す
る
大
銀
行
に
と
っ
て
は
、
支
底

銀
行
設
置
規
制
の
枠
が
事
実
上
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
グ
ル
ー
プ
・
シ
ス
テ
ム
の
趨
勢
は
、
一
二

0
年
代
を
つ
う
じ
衰
退
傾
向
に
あ
る
。

一
九
二
九
年
の
ピ

l
ク
時
に
一

O
O系
統
余
、

一、

0
0
0行
前
後
の
参
加
数
を
有
し

た
と
さ
れ
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
一
一
二
年
九
七
系
統
、
一
九
一
一
一
六
年
五
二
系
統
、

一
九
四
一
年
四
一
系
統
に
減
っ
た
。
各
系
統
の
参
加
銀
行
数
も
減
少
し
た
が
、
そ
の
主

た
る
原
因
は
、
支
庖
へ
の
改
組
、
他
銀
行
と
の
合
同
、
破
産
、
グ
ル
ー
プ
離
脱
な
ど
で
あ

っ
た
。
系
統
の
減
少
は
、
持
株
会
社
の
破
産
、
交
問
制
へ
の
変
更
、
グ
ル
ー
プ
の
解
散

経
済
学
研
究

O 

1939年 12月

銀行総数 預金総額 貸出総額
に対する比 に対する比 に対する比
%) %) %) 

United States 3.0 13.3 13.7 

New England 5.5 34.6 30.1 

Middle Atlantic 3.2 7.3 8.3 

East N orth Central 1.1 4.3 4.1 

West North Central 4.4 25.9 23.5 

South Atlantic 3.2 12.6 10.5 

East South Central 1.7 13.8 12.8 

West South Central 0.4 5.8 6.9 

Mountain 7.4 20.8 15.6 

Pacific 7.0 38.5 39.8 

ク勺レープ参加銀行の地域別比重第 6表

All-Bank Statistics. var. pages.および BankingStudies. pp. 431~4. により算

出作成。
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i
・
デ
ィ

l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

な
ど
に
よ
る
。
こ
れ
ら
原
因
か
ら
推
測
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
・
シ
ス
テ
ム
衰
退
の
理
由
は
、
第
一
に
交
庖
制
規
制
の
緩
和
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
存
続
の
意
義
の
減

退
、
第
二
に
新
銀
行
法
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
規
制
と
不
況
過
程
で
の
参
加
銀
行
の
倒
産
だ
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
第
一
一
一
に
、
一
一

0
年
代
末
の
大
都
市
グ
ル
ー
プ
・

シ
ス
テ
ム
が
、
グ
ル
ー
プ
持
株
会
社
の
株
価
つ
り
あ
げ
や
、
参
加
メ
ン
バ
ー
に
投
資
銀
行
を
擁
し
て
の
証
券
業
務
へ
の
参
与
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
た
こ
と

森

を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
三

0
年
代
に
か
か
る
操
作
へ
の
魅
力
は
激
減
し
た
。

グ
ル
ー
プ
・
シ
ス
テ
ム
が
衰
退
し
つ
つ
も
な
お
一
定
の
重
要
性
を
保
持
し
、
資
金
集
中
機
能
を
は
た
し
て
い
る
に
た
い
し
、
チ
エ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
方
は
ほ

と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
程
度
の
よ
う
で
あ
る
。
銀
行
数
、
預
金
高
と
も
に
一
部
山
脈
地
帯
を
の
ぞ
い
て
は
無
視
し
う
る
状
態
に
あ
り
、
参
加
銀
行
規
模
も
平

九
三
九
年
に
は
五
、

0
0
0万
ド
ル
以
上
の
預
金
を
有
す
る
わ
ず
か
二
行
が
チ
7
A
B
ン
に
加
わ
ワ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

均
以
下
で

日品

資
本
金
一

0
0
万
ド
ル
以
上
の
国
法
銀
行
の
休
業
は
、
一
九
ご
五

l
ご
九
年
に
当
該
銀
行
の

0
・
四
二
%
、
一
九
一
一
一

0
1一
ニ
三
年
に
は
一
O
%
だ
っ
た
。
*

*
H
P
O
-
-門
『

O
B
出
回
目
。
℃
・
2
f
u
-
A
5
・

〉
ロ
・
回
出
口
]
内
ω
S
H
U
t
g
-
o
u
-
n
p
u
目
以
司
・

8
1斗
・
一
行
あ
た
り
預
金
高
は
一
九
二
九
年
一
九
七
万
八
、

0
0
0
ド
ル
、
一
九
三
一
ニ
年
ご
二
五
万
八
、

o
o
o

ra-ν

。

〉
ロ
ロ
己
主
月
四
}
V
C巳

O
同
任
問
。
O
H
H
M
匂
同
町
凸
己
目
吋
o
h
F
向
。
口
同
門
白
ロ
ロ
可
・
H
U
ω
A
H
U
2
v
・
斗
∞
V
a
a
-
-
t
U
N
・

国
・
。
・
7
向
。
三
件
。
ロ
日
間
以
口
白
ロ
己
包
O
H
m
田
口
町
三
円
。
ロ
戸
ロ
円
山
岳
由
開
口
D
ロ
D
H
U
-
ロ
ω
U
1
2
白
5
・
5
ω
∞
u
H
V
・
ω
E
-

(
U
O
B
℃
円
円
。
戸
。
円
。
同
H
Y
由
。
ロ
円
同
町
民
H
可
・
。
】
V
・
2
f
H
m
w
印
A
H
V
回
以
・
叶
∞
品
・

即日)円L-w]{甲
山
凶

w
H
U
U
ω
w
H
U
U
品
目
付
口
・
ぐ
国
同
・
H
M
問
問
。
由
・

恒向。ロ
-45
口
H
C
H
M
-
口
町
-
w
匂
・
∞
印
N
・

中
村
、
前
掲
論
文
回
二
頁
。

一
九
三
九
年
に
は
、
①
州
内
支
庖
設
置
を
可
と
す
る
州
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
な
ど
一
九
州
、
②
州
内
一
定
地
域
に
の
み
支
庖
を
み
と
め

る
州
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
な
ど
一
七
州
、
③
支
庖
を
み
と
め
な
い
州
が
イ
リ
ノ
イ
な
ど
九
州
、
④
そ
の
他
、
ゴ
一
州
だ
ワ
た
。
一
九

一
一
九
年
に
は
、
支
活
設
置
を
可
と
し
な
い
州
が
ご
ご
州
あ
ワ
た
。
*

*J門
}
H
D
回
目
白
・
。
℃
・
門
戸
u
H
M
-
h
o
u
・

(15) (22) (21)側証明 (18)(1司(16)
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(お，)(25) (24) (23) 

切回ロ
rF口問

ω
P
H《凶』問団・
0
ロ・円山丹
-u
匂・

AHM∞・

即日)円仏
-
u

日

v
-
H
N品・

。
。
自
匂
片
岡
O
口問
H

O
同
任
問
。
ロ
ロ

g
q・
の
各
年
波
報
告
。

三
0
年
代
に
国
法
銀
行
が
増
設
し
た
一
、
一
一

O
一
ニ
支
庖
に
つ
き
内
訳
す
る
と
、
他
銀
行
吸
収
に
よ
る
支
庖
化
ご
八
ご
、
新
設
九
ご
一
だ
っ
た
。
他
方
既

容
の
六
七

O
支
応
が
閑
銭
さ
れ
た

Z

*(い
o
g
]
U
R
D
]日目同
O
同昨日
H目
。
ロ
H

同白ロロ可・

C
℃
・
口
止
-wHUω
由旬℃・

]FH
・

切出ロ戸内山口問

ωHロ門回目白血・。℃
-nw-w]γ
品
N

∞・

。・
4
〈
・
巴
C
4
2
5
H

吋

Z
F
S忌
宮
島
区
間

ω
吉
田
件
目
。
口
出
旦

0
5
-
c
c
r
(出
回
吋
話
丘
∞

5
5
8
月

2
日odq・
5
8
L
-
企白)・

回目口
rHロ
m
ω
H
E
ι
目白印・

DHU-nF?"
℃・

AHNU・

許
可
の
前
提
は
、
参
加
銀
行
と
持
株
会
社
へ
の
外
部
監
査
、
営
業
報
告
の
公
表
、
持
株
会
社
の
最
低
準
備
資
産
保
有
、
持
株
会
社
が
投
機
利
得
に
よ
る

配
当
を
お
こ
な
ワ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

出回ロ一
H札口問

ω↓門戸ハ
HH冊目・。匂・ロ片付
-wu
・人目
ω印・

一
九
三
一

l
三
六
年
に
は
グ
ル
ー
プ
の
九
七
系
統
中
、
五
五
系
統
が
消
滅
し
一

O
系
統
が
新
設
さ
れ
た
。
杏
続
せ
る
四
ご
系
統
へ
の
参
加
銀
行
数
は
六

一
一
か
ら
四
四
三
に
減
少
。
そ
の
内
訳
は
増
加
二
七
行
、
減
少
一
九
五
行
(
休
業
一
一
一
、
支
后
へ
の
改
組
八
八
、
合
同
な
ど
五
五
、
グ
ル
ー
プ
離
脱
四
一
ニ
、

そ
の
他
六
)
で
あ
る

Z

不
可
色
。
門
出
】
初
白
回
目
同
〈
日
切
戸
ロ
2
5・
5ω
∞w

塩
野
谷
九
十
九
「
ア
メ
リ
カ
戦
時
経
済
と
金
融
統
制
」
一
九
四
三
一
年
、
四
九
九

l
五
O
O頁
よ
り
。

一
九
三
一

1
三
六
年
に
消
滅
し
た
五
五
グ
ル
ー
プ
の
原
因
は
、
持
株
会
社
の
破
産
ご
四
、
支
庖
制
へ
の
改
組
一
七
、
分
類
変
更
七
、
グ
ル
ー
プ
解
散
七

で
あ
る
。
*
前
掲
四
九
九
頁
。

切出口}怖い口問∞件戸門円山内山田・

c
u
・ロ再
-w
匂
-AHωN-
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旧日 (2日旧日間(32) (31) 間)(3司

一
ニ
、
商
業
銀
行
の
資
金
運
用

前
項
で
は
銀
行
資
金
の
集
中
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
的
な
遊
休
資
金
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
金
融
中
心
地

に
流
入
す
る
構
造
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
続
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、

か
か
る
集
積
資
金
が
い
か
な
る
方
法
で
投
下
、
運
用
さ
れ
る
か
と
い
う

経
済
学
研
究

O 



一ナ
l
・
デ
ィ

i
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

面
か
ら
、
一
一
一

0
年
代
の
特
色
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
第
七
表
を
み
よ
。
商
業
銀
行
業
務
と
し
て
は
、

か
つ
て
貸

付
・
割
引
業
務
が
圧
倒
的
部
分
を
占
め
て
い
た
。
ニ

0
年
代
ま
で

会
業
務
の
七
O
%
余
が
貸
付
・
割
引
で
あ
り
、
投
資
業
務
は
三
O

%
以
下
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
両
項
目
の
内
容
に
は
大
き
な
変
化

が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
主
と
し
て
、
ニ
O
代
に
お
け
る
証
券
担
保
貸

付
業
務
の
急
増
を
反
映
し
て
い
る
。
次
に
三

0
年
代
に
は
、
貸
付
・

割
引
業
務
の
停
滞
、
後
退
に
比
し
て
投
資
業
務
の
増
大
は
い
ち
じ

る
し
く
、
両
者
の
比
重
は
逆
転
す
る
に
い
た
っ
た
。

乙
れ
は
主
と

し
て
、
投
資
項
目
中
、
国
債
投
資
量
の
急
増
に
よ
る
。
以
下
乙
れ

ら
各
項
目
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
貸
付
・
割
引
項
目
中
、
第
一
に
不
動
産
貸
付
に
つ
い
て
。

の
項
目
の
ほ
と
と
ん
ど
は
農
地
抵
当
貸
付
と
都
市
住
宅
貸
付
で
あ

る
が
、
二

0
年
代
以
後
は
と
く
に
後
者
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

全
商
業
銀
行
の
不
動
産
貸
付
量
一
は
一
九
二

0
1
二
九
年
の
聞
に
ほ

ぼ
倍
加
し

証
券
担
保
貸
付
と
な
ら
ん
で
最
も
急
速
な
の
び
を
し

め
し
た
。

し
か
し
か
か
る
発
展
の
状
態
は
「
文
字
ど
お
り
無
秩
序

で
か
つ
放
漫
な
も
の
」
で
あ
っ
て
、
三

0
年
代
初
期
の
銀
行
恐
慌

森
乙

商業銀行の貸出投資構成

貸付一割引 投 資

年次 100万ドル 1不動産 1貸担(%保付)|| | その他 l 万ドル|国債!州 「のイ也
(計%)貸(%付)貸(%)付 (計%) 1(%) 地(方%僕)証(%)券

1910 11，702 (77.8) 12.5 37.1 50.4 3，156 (22.2) 23.3 13.0 63.7 

1920 28，562 (77.3) 11.3 34.4 44.3 8，398 (22.7) 43.3 11.3 45.4 

1927 32，932 (71.5) 15.2 38.4 46.4 13，165 (28劫 34.1 14.5 51.4 

1930 35，043 (70.9) 17.5 38.3 44.2 14，392 (29心 33.9 14.7 51.4 

1931 29，307 (65.2) 19.6 36.9 43.5 15，686 (34.8) 38.3 15.5 46.2 

1932 22，001 (60.7) 22.5 32.9 44.6 14，277 (39.3) 43.6 16.3 40.1 

1933 16，457 (53.9) 25.5 32.5 42.0 14，078 (46心 53.2 16.1 30.7 

1934 15，719 (44.6) 23.3 33.4 43.3 17，072 (55.4) 60.4 14.0 25.6 

1935 14，950 (43.1) 23.4 31.2 54.6 19，735 (56.9) 64.7 13.7 21.6 

1936 15，600 (31.5) 22.6 30.1 47.3 23，077 (68.5) 66.5 12.4 21.1 

1937 17，471 (44ユ) 21.3 27.8 50.9 22，138 (55.9) 65.9 12.6 21.5 

1938 16，128 (43.3) 23.9 23.3 52.8 21，109 (56.7) 66.7 13.2 20.1 

1939 16，411 (41.6) 24.9 ワ ワ 23，004 (58刈 68.4 14.3 17.3 

第 7表

AlJ-Bank Statistcs. op. cit.， pp. 34~35. より算出，作成。

-70 -



の
大
き
な
原
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
三
五
年
銀
行
法
は

五
年
以
上
に
わ
た
る
不
動
産
担
保
業
務
を
禁
ず
る
な
ど
整
備
に
つ

と
め
た
。
三

0
年
代
に
問
項
目
の
全
貸
付
中
に
占
め
る
比
率
は
上
昇
し
た
が
、

そ
れ
は
貸
付
総
額
自
体
の
減
少
に
よ
る
結
果
で
あ
り
、

的
に
は
か
な
り
低
下
し
た
。
原
因
は
も
ち
ろ
ん
下
況
期
に
お
け
る
需
給
双
方
の
激
減
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
、
連
邦
土
地
銀
行
や
政
府
の
住

宅
保
有
者
金
融
お
よ
び
生
命
保
険
会
社
や
貯
蓄
銀
行
に
業
務
の
一
部
を
う
ば
わ
れ
た
こ
と
が
、
停
滞
の
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
第

二
次
大
戦
後
、
商
業
銀
行
の
不
動
産
担
保
貸
付
は
消
費
者
信
用
の
一
環
た
る
住
宅
金
融
を
中
心
に
再
び
飛
躍
的
に
上
昇
し
は
じ
め
、

主
要

業
務
の
位
置
を
回
復
し
た
。

第
二
に
担
保
貸
付
に
つ
い
て
。
担
保
貸
付
業
務
は
証
券
(
社
債
お
よ
び
株
式
)
担
保
金
融
と
商
品
(
船
荷
証
券
、
倉
庫
証
書
、
信
託
証

多ロ書
し、371 1.ょ
o~ カど

'-./ 

担
デ保
イ金
l 融
ラ lζ
l 大
別
さ
れ
る

そ
の
他
証
券
投
資
者
へ
の
貸
付
と
、

こ
の
う
ち
で
は
前
者
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。
証
券
担
保
金
融
は
さ
ら
に
、
∞
投
資
銀
行
、
ブ

例
証
券
担
保
に
よ
る
商
業
貸
付
に
分
類
さ
れ
る
が
、

ωが
圧
倒
的
に

-71ー

投
資
銀
行
へ
の
貸
付
は
原
則
と
し
て
証
券
発
行
市
場
へ
の
資
金
供
与
を
意
味
す
る
。
投
資
銀
行
は
商
業
銀
行
か
ら
の
き
わ
め
て
短
期
の

借
入
資
金
を
も
っ
て
企
業
発
行
証
券
を
一
括
引
受
け
、
受
け
と
っ
た
証
券
を
商
業
銀
行
に
担
保
と
し
て
差
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
証
券
担
保

借
入
に
ふ
り
か
え
る
の
で
あ
る
。

乙
の
証
券
を
市
場
に
売
り
に
出
そ
う
と
い
う
時
、
投
資
銀
行
は
商
業
銀
行
に
資
金
を
返
済
し
つ
つ
、

返

済
額
に
見
合
う
証
券
量
を
引
出
し
て
行
く
。
国
家
通
貨
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

一
九
一

0
年
代
に
す
で
に
、
投
資
銀
行
お
よ
び
ブ
ロ

ー
カ
1
は
、
証
券
取
扱
量
の
一
般
に
二

O
%前
後
を
彼
ら
の
自
己
資
金
で
ま
か
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
八

O
%は
商
業
銀
行
か

円

四

)

ら
の
担
保
貸
付
を
利
用
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
投
資
銀
行
へ
の
証
券
担
保
貸
付
資
金
が
す
べ
て
右
の
ご
と
き
明
確
な
経
路
を
へ
て
企
業
に

流
入
し
た
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
種
々
の
担
保
証
券
が
錯
綜
し
混
合
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
次
に
証
券
流
通
市
場
に
お
け
る
ブ

ロ
ー
ヵ
ー
へ
の
貸
付
に
つ
い
て
は
、
「
ア
メ
リ
カ
で
は
株
式
投
機
信
用
は
、
先
物
取
引
に
よ
る
投
機
者
相
互
の
あ
い
だ
の
信
用
た
る
精
算
取

経
済
学
研
究
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一

品

l
・
デ
ィ

l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

引
の
方
向
に
は
発
展
せ
ず
、

豊
富
な
貨
幣
資
本
、

利
用
す
る
方
向
に
発
展
さ
せ
ら
れ
一
向
。
」
商
品
来
銀
行
に
よ
る
ζ

れ
ら
ブ
ロ
ー
カ
ー
へ
の
貸
付
も
、
発
行
市
場
に
お
け
る
と
ほ
ぼ
同
様
な
仕

と
く
に
コ

1
ル
・
マ
ネ
ー
の
存
在
を
背
景
と
し
て

は
じ
め
か
ら
外
部
の
貨
幣
資
本
を

組
で
証
券
担
保
貸
付
項
目
に
算
入
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
証
券
担
保
貸
付
は
二

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
商
業
銀
行
、

と
く
に
金
融
中
心
地
に
所
在
す
る
大
商
業
銀
行
の
最
も
主
要
な
業
務

と
な
れ
ノ
、

し
た
が
っ
て
ま
た
、
巨
大
銀
行
と
独
占
企
業
と
を
結
ぶ
中
核
的
手
段
と
も
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
準
備
区
の
国
法
銀
行

に
と
っ
て
の
株
式
・
社
債
担
保
金
融
の
比
重
は

一
九
二
六
年
に
貸
付
額
の
四
六
%
(
貸
付
お
よ
び
投
資
総
額
の
一
一
一
一
ニ
・
九
%
)
で
あ
り

二
八
年
に
は
四
九
・
三
%
(
同
三
五
・
六
%
〉
の
た
か
き
を
占
め
た
。
シ
カ
ゴ
準
備
区
に
お
け
る
そ
れ
は
、
お
の
お
の
四
了
五
%
(
三
五
・

二
%
)
、
四
五
・
七
%
合
一
七
・
一
%
)
で
あ
必
。
し
か
し
一
二

0
年
代
に
は
、
企
業
の
証
券
発
行
金
融
の
減
退
、
投
機
ブ
1
ム
の
終
罵
、
新

銀
行
法
に
よ
る
規
制
、
な
ど
に
よ
り
証
券
担
保
貸
付
の
地
位
は
低
下
し
た
。
全
商
業
銀
行
の
投
資
銀
行
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
へ

一
九
三
九
年
一
六
億
ド
ル
(
一
O
%
)
九
二
九
年
の
八
一
一
一
億
ド
ル
(
全
貸
付
の
二
三
%
)
か
ら
、

へ
と
激
減
し

d
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
活
況
期
に
も
同
業
務
の
回
復
は
き
わ
め
て

一
九
三
三
年
三
一
億
ド
ル
(
一
八
・
七
%
)
、
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の
証
券
担
保
貸
付
推
定
額
は
、

わ
ず
か
で
、
ニ

0
年
代
の
水
準
に
は
と
お
く
お
よ
ば
な
い
。
す
な
わ
ち
三

0
年
代
以
降
今
日
ま
で
、
民
間
企
業
証
券
担
保
を
媒
介
と
す
る

資
金
運
用
は
、
商
業
銀
行
の
最
も
主
要
な
業
務
と
称
し
え
な
く
な
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、

∞
い
わ
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ

1
ン
、
例
消
費
者
金
融
な
ど
個
人
貸
付

お
よ
び
第
七
表
で
の
「
そ
の
他
貸
付
」
を
一
括
し
て
、
第
三
に
広
義
の
「
そ
の
他
貸
付
」
と
し
て
扱
う
。

制
そ
の
他
(
農
業
、
他
銀
行
な
ど
へ
の
貸
付
、

ω

証
券
担
保
以
外
の
担
保
貸
付
、

に
属
さ
な
い
手
形
買
入
お
よ
び
割
引
、
等
々
)
で
あ
る
。

ピ
グ
ネ
ス
・
ロ

I
ン

(
t
g
z
m
g
u
g印
)
と
は
、
短
期
・
長
期
・
担
保
付
・
非
担
保
を
と
わ
ず
企
業
に
直
接
に
貸
付
け
ら
れ
る
資
金
を
意

味
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ

l
ン
は
か
つ
て
商
業
銀
行
の
最
大
業
務
で
あ
り
、

と
く
に
一
九
一

0
年
代
ま
で
は
全
貸
付
お
よ
び
投
資
額
の
五



。
%
以
上
を
占
め
て
い
た

し
か
し

。
年
代
に
は
、
活
滋
な

の
時
期
と
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

ス
・
ロ
ー
ン
の
動
き
は
か
な
り
安
史
的
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
そ
の
増
加
お
は
一
九
…

lこ

% 
?と
ザコ

t::'i4ピ
0""' i7 

そネ

こ
で

の
怠
矯
と
は
逆
に

ピ
グ
、
ネ
ス
・
ロ
ー
ン
の
比
護
が
録
下
し
た
。

の
五
蹄
%
〉
ふ
も
減
少
し
て
い
る
。

続
い
て
一
九
一
一
九
三
ぞ

の

に
は
約
七

O
億
ド
ル
ハ

九
二
九
年
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ
ー
ン

の
貸
付
の
動
き

f

旬、旬、。

V
1
2
V
J
/
 

し
か
し

て
は

九
三
五

金
貸
付
お
よ
び
投
資
額
の
九
三
一
一
一
年
以
後
は
、

四
%
〈
金
貸
付
の
四

ζ

の

剖
・
五
%
〉
み
が
ら
一
九
四

。
ム
ハ
%
〉
ま
で
漸
減
慨
拷
を
た
ど

る
べ
く
避
け
な
が
ら
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
、
銀
行

八
-
m
間
%

こ
の

上
の

の
罰
援
が
銀

ζ

ムヘ
な
ど
が
議

7こ

じ
だ
が
、

そ
の
不
安
定
憶
の
故

い

の
ひ
と
つ
に

れ

え
て
ふ
た
た
び
増
加
し
は
じ
め

一
次
大
戦
以
後
の
と
と
で
あ
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る
と
ζ

ろ
で
ピ
ジ
ネ
ス
-
U
T
e
e
s

ン
の
多
く
は
一
カ
年
以
内
の
期
限
を
も
っ
短
蟻
貸
付
で
あ
る
が
、

0
年
代
以
後
は
一

j

。
年
な
ど
の

勺
J

A

V

W

アヘリ
V

J
4
4
J
F
U
 

い
わ
ゆ
る
タ
ー
ム
・
ぢ

1
ン
(
丹
常
務
叫
む
き
出
)
の

よ
び
比
率
が
増
大
レ
た
。

タ
ー
ム
・

?
i
ン
は
ほ
ん
ら
い
流
動
没
保

で
は
な
い
が
、
一
一
一

C
年
合
に
お

の

定
の

に
刺
設
さ
れ
て

し
か
し
そ
の
た
め
、
最
初
か
ら
他
金
融
機
関
と
の
競
合
状
態
に
あ
り
、

比
重
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
三

0
年
代
末
期
か
ら
で
あ
る
。

九

の
タ
ー
ム
・
ロ

l
ン
は
貸
付
総
額
の
閥
・
八

%
ハ
八
議
ド
ル
〉
だ
っ
た

九

八
年

六
%
ハ
一
一
穣
ド
ル
)

六
曜
日
?
ル
〉
、

i滋

五

%
台
一
ニ

mw
内
訳
は
少
数
銀
行
に
き
わ
め
て

で
あ
り
、
ま
た
多
く
が
一

一
0
0万
ド
ル
以
上
と
い
う

大
規
模
貸
付
で

サ
ー
ビ
ス
葉
、
お
よ

っ
た
が
、
…
般
に
大
企
業
の

緩
済
学
研
究

O 



一ュ

i
・
デ
ィ

l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
淫
用
形
態

森

ほ
ど
、
短
期
貸
付
よ
り
も
タ
1
ム
・
ロ

I
ン
の
方
を
好
ん
で
受
け
て
い
る
よ
う
で
札
初
。

し
て
い
た
が

消
費
者
金
融
部
分
に
つ
い
て
。
三

0
年
代
以
前
、
商
業
銀
行
は
金
融
商
会
へ
の
短
期
貸
付
に
よ
り
間
接
的
に
の
み
消
費
者
金
融
と
接
触

一
九
二
八
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
銀
行
に
よ
る
専
門
部
R
司

2
8
5
-
F
o言
。
若
田
1
5
8ぺ
ゅ
設
置
を

皮
き
り
に

三
0
年
代
以
降
は
大
銀
行
が
こ
ぞ
っ
て
直
接
的
な
消
費
者
金
融
に
進
出
す
る
に
い
た
っ
た
。

こ
の
期
に
消
費
者
金
融
そ
の
も

の
の
全
体
量
は
き
わ
だ
っ
て
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
(
そ
れ
は
第
ニ
次
大
戦
以
後
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
)
、

商
業
銀
行
は
全
消
費
者
金
融
量
の
二
三
・
六
%
に
あ
た
る
一

そ
の
中
で
の
、

商
業

銀
行
資
金
の
占
め
る
比
重
が
年
々
た
か
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

七
億
ド
ル
を
直
接
と
り
扱
っ
た
。
販
売
金
融
会
社
へ
の
商
業
銀
行
の
貸
付
を
加
え
る
と
、

て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
な
か
ろ
う
」
。
ま
た
右
の
一
七
億
ド
ル
と
い
う
数
字
は
、
商
業
銀
行
全
貸
付
量
の
一

0
・
四
%
を
占
め
る
。

一
九
三
九
年
、

「
商
業
銀
行
が
消
費
者
金
融
の
過
半
を
支
配
し

内
部
で
の
比
重
は
か
な
り
た
か
ま
っ
た
。

と
く
に
都
市
住
宅
金
融
の
重
要
性
が
次
第
に
顕
著
に
な
る
。
証
券
担
保
貸
付
は
、
量
、

比
率
と
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以
上
、
貸
付
・
割
引
項
目
を
総
括
す
る
に
、
三

0
年
代
、
不
動
産
貸
付
は
量
的
に
は
低
滞
し
て
い
た
が
貸
付
全
体
の
減
少
に
よ
り
項
目

も
に
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
た
。
二

0
年
代
の
大
銀
行
に
お
け
る
同
業
務
の
位
置
を
考
え
る
と
、

か
か
る
低
下
の
意
義
は
大
き
い
。
ヲ
てご

の

他
貸
付
で
は
依
然
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ
ー
ン
が
大
部
分
を
占
め
、

そ
の
比
率
は
ほ
ぼ
不
変
だ
が
量
的
に
は
漸
減
し
た
。

し
か
し
大
企
業

中
心
の
タ
1
ム
・
ロ

I
ン
の
増
大
な
ど
を
基
礎
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ

1
ン
は
第
二
次
大
戦
後
の
回
復
を
内
に
ふ
く
ん
で
い
る
。
そ
の
ほ
か
商

業
銀
行
資
金
の
消
費
者
金
融
へ
の
進
出
が
、
一
一
一

0
年
代
を
蔚
芽
期
と
し
て
い
る
。
結
局
、
貸
付
業
務
に
み
ら
れ
る
資
金
運
用
機
構
の
変
貌

の
特
徴
は
、
従
来
支
配
的
で
あ
っ
た
証
券
担
保
業
務
か
ら
、
生
産
物
の
実
現
確
保
を
主
要
任
務
と
す
る
諸
貸
付
方
式
へ
と
業
務
の
中
心
が

移
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
次
に
の
べ
る
投
資
業
務
の
進
出
や
機
能
と
相
候
っ
て
、
商
業
銀
行
の
に
な
う
社
会
的
な
意
義
の
推
移

を
意
味
す
る
も
の
考
え
ら
れ
る
。



(箔)移民 (4Oi(39) 信号 (初 (36) 

一一

O
M仲
代
に
お
け
る
ア
メ
ヲ
カ
綴
業
銀
行
の
貸
付
峨
締
法
と
そ
の
分
析
に
つ
き
、
議
北
大
学
研
究
年
初
戦
五

O
、
豆
一

点
伊
関
知
せ
よ
。

時
踏
ん
綴
悶
狩
「
ア
メ

ηJAN
の
住
宅
金
融
」
〈
バ
ン
キ
ン
グ
一
二
一
一
一
号
)
r
…
五

i
六一員。

戸
。
・
J
門

v
o
g
2
・
。
℃
・

2
4
3・
G
ι
I
P

Z
郎
氏
CHμ
出
-γ
向

C
ロmuH戸
吋
叱
れ
0
8懇
話
印
HOH回
目
。
司
-
n
F了

M
Y
M
Wム・

川
合
一
郎
「
綜
式
総
務
形
成
の
盟
議
、
」
一
九
六

O
伴
、
一
一
八

O
一災。

。
G
Bヌ
Z
ロ
虫
丸
岱
ぬ
れ
口
片
岡
m
b
n吋・

5
N
F
S
N
P
4知吋・唱戸閉山
2
・

一
九
一
一
一
之
勾
銀
行
訟
の
絞
券
鐙
係
機
刑
務
へ
の
制
抑
制
制
は
、
①
お
盟
銀
行
ぷ
資
本
金
、
綴
江
金
の
一
綴
以
上
を
隠
…
会
議
萩
馳
貯
の
担
保
貸
付
に
向
け
る
こ
と

な
秘
5
9
る
。
③
巡
邦
準
融
問
問
燃
は
、
各
区
内
の
相
組
関
脇
銀
行
に
つ
き
、
夜
価
証
券
抑
制
保
持
丸
山
副
総
綴
と
資
本
傘
に
た
い
す
る
割
合
と
念
総
め
る
稼
際
含
有
す
る
。

③
加
関
紙
綴
行
は
紫
向
先
念
品
一
掃
と
の
務
関
係
の
終
細
を
機
中
同
開
銀
行
に
援
践
し
、
地
中
融
機
銀
行
は
ま
た
恕
保
有
術
援
券
会
体

mw総
合
日
後
蚤
ず
る
。
④
ブ
語
、
i
カ

i
ぷ
他
人
激
定
で
柑
綿
入
し
た
絞
券
を
援
部
隊
と
す
る
ご
と
き
交
付
は
こ
れ
を
禁
ず
る
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
よ
ち
滋
本
治
以
規
制
と
さ
れ
た
の
は
、

総
業
銀
行
が
投
資
銀
行
業
務
全
般
に
わ
た
ち
、
そ
の
関
与
な
禁
止
お
れ
た
こ
と
で
お
る
。

M
F
J弓
・
の
CM
ふ
的
努
窓
口
匂
広
告
n-mw]
川
氏
坊
主
話
会
民
吋
即
時
m
E
予
告
〉
8
2
w
S
F
H
C
E
H口ω判
明

F
M
M
n
n
H
U
m
o
'
S
袋
二
y
u
£
・
よ
h
J
算
出
0

2
・

m-rnc}〕
可
伶
凶
作
一
「

-mwgr仲
間
三
切
民
的
設
立
由
自
湾
出
口
口
町
三
戸
円
山
閃
記
長
一
口
出
・
迄
品
F
-
v刷
r
g出
l
、吋'

Mw-
出

e
a由n
r
g円
昨
日
阿
W
5
3
2印

F

S
出
加
え
九
戸
川
口
出
吋
ル
打
出
口
わ
〈
}
同
UHHH
負担日出日

MW出口}内田
-
H
U印
昭
二

γ
∞・

正門日
JHVMM
・
也
、
〈
ロ
・
紋
ど
か
ら
鋒
出
。

そ
の
一
事
情
に
つ
い
て
は
、
総
京
総
工
会
滋
所
務
官
友
部
「
ア
メ
uy
カ
の
新
綬
済
政
策
と
金
敵
統
制
」
一
九
一
一
一
五
年
、
一
九
五

i
六一災。

一
九
一

0
年
代
の
商
業
銀
行
資
畿
の
遜
半
が
ピ
ロ
ネ
ス
・
口

l
ン
で
あ
ち
、
し
か
も
締
結
派
務
に
は
タ
!
ム
・

?
iン
が
会
支
れ
て
い
な
い
と
は
い
廿
ぐ
も
、

ぞ
れ
い
は
ア
メ
待
ノ
カ
'
商
業
郎
総
行
が
終
粋
の
銀
側
脳
同
一
問
周
の
み
に
専
念
し
て
い
た
と
と
含
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
形
式
的
に
は
短
裁
で
も
後
換
操
作
な
ど
に

よ
っ
て
際
問
題
目
的
に
潟
い
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
門
Mi--一
ン
、
お
よ
び
不
滋
鐙
貸
付
も
…
交
の
地
防
総
会
占
め
て
い
た
。

d
T

ウ
ル
ト
ン
の
総
資
に
よ
る
と
、
一

九
二
八
年
に
す
で
に
会
食
品
%
の
約
半
分
は
中
・
長
閣
の
投
資
問
対
的
に
使
潟
ち
れ
、
日
設
券
抑
制
係
貸
付
な
い
れ
る
と
一
一
一
分
の
ご
ま
で
が
画
定
淡
水
間
凶
的
で
放

山
山
さ
れ
た
と
い
う

3
し

か

し

間

同

時

に

、

と

こ

で

い

わ

れ

る

箇

定

資

本

際

的

で

米

だ

幾

地

不

動

産

、

そ

の

他

淡
業
分
野
へ
の
貸
付
で
点
め
ら
れ
て
い
た
ζ

と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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爪
山
間
判
賂
償
却
誠
民
の
総
文
を

時明 (4時誌設住品 (43)(42) 

経
済
学
級
究

O 



二
i
-グ
ィ

i
ん
期
に
お
け
る
資
傘
築
中
と
そ
の
遂
国
対
形
慾

のやり

-MN・
}
り
江
片
山
内

H
H
C
2
2
M
M
M
M戸
市

E

Z

Eロ
ロ
作
丸
町
三

s
g
M
W
H
H
Z
G
H一耕作
a
H
U怠
wMMMYUNiMw-

W
ロ
n
r
y門
戸
山
仲
川
岳
山

v-

仏
け
》

H
V

・
ω
}
?
?

円史子"}一》℃・
M
J吋

m
l
a

-
r
g
s
h
w
r
zダ
即
時
三

C日
y
n
p
u
H
y
g
-
ぉ
2rrmLHU
山

rFLJ
℃

M
M
-
Z
I
G
-

。むEωHHHXVH

C
M
M
-
n
F
U
3・
M
m
ω
1テ
な
ど
に
よ
る
。
な
お
連
邦
添
倫
理
務
会
に
よ
る
一
一
一

0
0大
企
業
の
翻
遂
で

は
、
指
摘
一
…
次
大
戦
後
は
タ
ー
ム
・

?
1ン
誌
が
短
期
の
貸
付
設
を
凌
駕
し
に
oネ

-w
ゆ
阿
山
町
内

rY2ruMゲ
山
ハ
ア

w
℃・凶
]FAM・

同
市
仏
支
払

M
N
2
2
2
泌
氏
日
開
片
岡
口
一
〉
山
尚
子
迄

mu・
「
務
代
資
本
主
義
議
綴
」
第
一
号
容
に
お
け
る
奥
村

茂
次
長
の
研
究
よ
り
引
用
。

期
尚
村
、
前
掲
…
一
九
人
凝
ο

(50) (49)総}(51) 話2

森

び
州
・
地
方
債
を
の
ぞ
く
「
そ
の
他
証
券
h

す
な
わ
ち
諮
問
託

に
も

の
問
。
寵
ド
ル
ま
で

銀
特
保
有
証
券
価
格
の

た。

0) 

た
ど
っ
て

っ
た
。

な
ど
が
、
主
た
る
一
原
田
山
で
あ
り
、
る
「
そ
の
地
証
券
い

の
変
化
と
そ
の

あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
、

に
よ

さ
し
あ
た
り
第
八
表
受
掲
げ
て
お
く
。

の
保
有
は
少
な
い
。

の
大
部
分
は
か
つ
て

を
つ
う
じ
て
ほ
と
ん
ど
が
社
債
で
あ
り
ら
銀
行

た
も
の
で
あ
っ

で
あ
り

か
か
る
市
場
性
な
き
社
債
へ
の

商こ

100万ドル務議室銀行の投資{箆!怒2 ・，~i.地方公主主役除く)第 8表

2，713 

1，852 

861 

574 

418 

221 

3，397 

ワ

ー7

695 

441 

304 

3，639 

1，51設

2，120 

245 

守

382 

10，527 

3，094 

7，433 

425 

? 

627 

国内民関全然債券

欽 i笠，公益議芸能

重量芸美，その他

株式市.R.B.，国内・

公共機濁発行後券

タト滋債券{民間，政府)

1. 1928俸のみ，綴玄貴子議銀行と個人銀行をふくか。

Comptroller of the Currencyづ op.citリさ議後年度j奴より作成。
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に
ひ
と
し
い

る
も
の
で
あ
っ

κ

の
市
場
憶
は
た
か

ハ
出
》

で
あ
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

か

で
に
は

ζ 

く

一
部
分

1
7
 

、，V
W
4

の

の

け
を
購
入
、
渡
売
す
る
よ

も
の
で
あ
っ
た
。

の
内
容
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で

で
は

か
つ
て
の

っ
た

ど
、
い
か
な

る
ビ
ジも

は
や

で

そ
し
て

こ
れ
ら
項
目
に
か
わ

っ
て

ひ
ら
さ
、
銀
宥
活
動
の
決
定
的
問
部
分
そ
お
め
る
に
い
た
っ
た
の
が

で
あ
る
。

九

ル
)
か
ら
一
九

二
七
年
に
九
%
ハ
間
関
九
曜
ド
ル
〉

O
与
に
金
貸
付
お
よ
び

の
五
%
(
七
穣
ド
ル
)

一
O
年
に
一
O
%

ζ

の
結
果
、

に
お
け

:

3

1

、A

7

、

ふ
れ
で
刀
く
て

お
も
に
、

-77-

Jζ 
増
大
し(つ
fこぎ

一一
一

穏
ド
ル
)
ま
で
飛
躍
的

に
は
会
社
証
券
貸
付
よ
り
も
、

門
前
J
V

む
し
ろ
固
定
利
付
託
券

l
i
zな
か
ん
ず
く
政
府
公
債
i
l
i
の
保
有
者
と
な
る
い
ο

と
の
と
と
は

の
だ

?
な
わ
ち
投
資
銀
行
と
生
命
保
強
会
社
の

の

お
け
る
最
も
額
放
刊
な
変
誌
の
一
つ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

で、

r c 

い

-
m
]

、、e

J
f
'
v
 

に
つ
き

ヲ
令
。

(53) 

元
菜
、
術
開
裟
銀
行
の
投
資
へ
の
綴
制
は
各
州
訟
に
よ
り
か
な
り
異
な
っ
た
が
、

な
ど
に
よ
り
、
遜
愛
監
制
W
W
悩
が
適
相
殺
と
一
絡
め
る
託
ぬ
貯
に
か
ぎ
り
、
間
法
銀
行
げ

担
保
焚
川
刊
に
た
い
す
る
と
ほ
ぼ
潟
絞
で
あ
る
〈
泣
む
を
参
続
三

包
括
出
円
山
口
出
♂

ωErm〕
c
g
g刊誌
2
C

向。SHMMMHHE2cmamHHμrm執
出
口
円
山
の
と
円
白
ロ
ロ
ア

C
-
M
T
M出
合
口
氏

P
J二
三

九
一
三
年
mw
渓
邦
準
織
法
、
一
九
一
一
七
年
、
マ
ッ
ク
フ
ァ

i
グ
ン
法

の
と
淡
め
ら
れ
た
。
三
0
年
代
の
笈
側
内
総
は
、
一
放
券

名義

(
吋
7
5
5同
曲
目

CHγ

門
戸
、
℃
・

経
済
学
絞
州
知

O 



一
ナ
l
・
デ
ィ

l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

幅引告。 (5日

開
-
巧
・
切
C
各
自
}
刊
吋
(
色
)
日
明
日

E
2
2
ニロ田
C
E
S
S
-
H由

gw
司
・
に
∞
-

〉
ロ
'
国
g
r
ω
S
H
U
t
s
-
C
H
y
n
F
W
H
Y
S
-
に
よ
り
算
出
。

鎌
田
正
一
ニ
「
ア
メ
リ
カ
の
独
占
企
業
」
一
一
九
九
l
一一一

O
O真。

四
、
投
資
銀
行
と
生
命
保
険
会
社

二

0
年
代
ま
で
投
資
銀
行
は
一
般
商
事
会
社
法
の
適
用
を
う
け
て
運
営
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
銀
行
法
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
が
、
実
質
的

に
は
大
投
資
銀
行
は
商
業
銀
行
で
も
あ
り
、
資
金
集
中
の
中
核
的
機
関
で
も
あ
っ
た
。
一
二

0
年
代
に
は
投
資
銀
行
の
き
わ
め
て
投
機
的
、

詐
欺
的
な
行
動
が
真
先
に
規
制
対
象
と
な
り
、
ま
た
一
九
三
三
年
銀
行
法
に
よ
る
商
業
銀
行
業
務
と
投
資
銀
行
業
務
の
兼
営
の
禁
止
に
は
ハ回一
v

一
九
三
三
年
証
券
法
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
な
ど
金
融
、
証
券
関
係
の
諸
立
法
が
投
資
銀
行
活
動
の
規
制
に
ふ
れ
た
。

じ
ま
っ
て
、

し
か
し
か
か
る
諸
規
制
、
特
に
商
業
・
投
資
銀
行
業
務
の
兼
営
禁
止
規
定
は
、

そ
れ
白
体
決
し
て
銀
行
集
中
を
阻
止
す
る
役
割
を
は
た
し

た
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
「
投
資
銀
行
業
務
に
参
与
し
得
る
金
融
機
関
そ
の
も
の
の
制
眼
」
が
可
能
に
な
り
、
よ

-78ー

り
高
い
信
用
独
占
へ
の
趨
勢
を
助
長
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
点
を
検
討
す
る
目
的
で
、
次
に
一
ニ

0
年
代
以
前
の
最

大
投
資
銀
行
機
闘
が
、
情
勢
の
新
し
い
変
化
に
応
じ
て
い
か
に
再
編
さ
れ
た
か
を
具
体
的
に
み
て
お
こ
う
。

〔

1
〕

商
業
銀
行
の
子
会
社
で
あ
っ
た
投
資
銀
行
機
関
の
行
方

こ
れ
に
該
当
す
る
四
大
子
会
社
に
つ
い
て
の
ベ
る
。
四
会
社
は
す
べ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
庖
を
有
す
る
商
業
銀
行
の
子
会
社
で
あ
る
。
ま
ず
、
グ
ワ
ラ
ン

テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
の
子
会
社
だ
っ
た
グ
ワ
ラ
ン
テ
ィ
商
会
は
、
一
九
三
三
年
に
清
算
さ
れ
て
、
業
務
と
役
員
の
大
部
分
を
同
系
投
資
銀
行
た
る
E
・B
・
ス
ミ
ス

ハ
印
)

商
会
(
の
ち
の
ス
ミ
ス
・
パ
!
ニ

l
商
会
)
に
ひ
き
つ
い
だ
。
つ
ぎ
に
パ
ン
カ
1
ズ
・
ト
ラ
ス
ト
の
子
会
社
パ
ン
カ
l
ズ
商
会
は
、
一
九
一
一
一
三
年
の
規
制
以
前
に

(町一
v

投
資
銀
行
業
務
を
見
か
ぎ
り
、
親
会
社
だ
け
が
モ
ル
ガ
ン
系
商
業
銀
行
と
し
て
の
こ
ワ
た
。
第
三
に
テ
エ
イ
ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
の
テ
エ
イ
ズ
・
セ
キ
ュ

p
テ



ィ
l
ズ
会
社
は
、
恐
慌
後
の
数
年
間
に
何
度
か
改
組
さ
れ
た
が
、
結
局
、
新
投
資
銀
行
と
し
て
一
一
一

0
年
代
に
設
立
さ
れ
た
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ン
会
社
に
発

展
的
解
消
を
と
げ
た
(
後
述
)
。
第
四
に
最
大
子
会
社
だ
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
銀
行
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
商
会
は
、
恐
慌
後
ニ
ナ
i
ヨ

i
ク
・
シ
テ
ィ

ハ日

v

商
会
と
改
称
し
て
業
務
を
続
け
た
が
、
新
銀
行
法
以
後
、
他
の
中
小
投
資
銀
行
を
引
き
つ
れ
て
ブ
ラ
ウ
ン
・
ハ
リ
マ
ン
商
会
に
吸
収
さ
れ
た
。

〔

2
〕

J
・
P
-
モ
ル
ガ
ン
商
会

最
大
投
資
銀
行
だ
ヮ
た
J
・P
・
モ
ル
ガ
ン
商
会
は
、

同
時
に
、
二

0
年
代
の
大
商
業
銀
行
で
も
あ
ワ
て
、

主
と
し
て
企
業
の
大
口
預
金
を
受
け
い
れ
、

貸

付
・
割
引
、
為
替
業
務
に
も
従
事
し
て
い
た
。
銀
行
法
に
よ
り
業
務
の
選
択
を
せ
ま
ら
れ
る
や
、
同
商
会
は
さ
し
あ
た
り
経
済
諸
情
勢
を
考
慮
し
て
蕗
業
銀
行

業
務
に
専
念
す
る
む
ね
公
言
し
た
。
だ
が
モ
ル
ガ
ン
銀
行
が
そ
の
ま
ま
投
資
銀
行
業
務
を
離
れ
る
と
信
ず
る
者
は
ウ
ォ

l
ル
街
に
は
一
人
も
お
ら
ず
、
事
実
、

銀
行
法
再
改
正
ま
で
の
臨
時
措
置
と
し
て
他
の
投
資
銀
行
が
数
行
共
同
で
モ
ル
ガ
ン
の
従
来
の
業
務
を
代
行
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
三
五
年
銀
行
法
に
よ
ワ

て
も
兼
営
が
認
め
ら
れ
ぬ
と
知
る
や
、
モ
ル
ガ
ン
銀
行
は
一
九
三
五
年
九
月
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ

i
商
会
を
新
設
し
、
経
営
陣
す
べ
て
を
モ
ル
ガ
ン
系
で

か
た
め
た
。
旧
来
の
業
務
は
関
商
会
に
復
帰
し
た
。
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〔

3
〕

ク
I
ン
・
ロ

1
ブ
商
会

同
商
会
は
豊
富
な
自
己
資
金
と
既
存
市
場
の
確
保
に
よ
り
、
二

0
年
代
に
も
商
業
銀
行
業
務
に
関
与
す
る
こ
と
最
も
少
な
い
大
投
資
銀
行
の

し
か
し
か
か
る
専
業
の
ゆ
え
に
、
ク

l
ン
・
ロ

i
ブ
・
グ
ル
ー
プ
が
ア
メ
リ
カ
の
金
融
的
支
配
考
の
位
置
か
ら
後
退
す
る
の
は
、
か
な
り
早
い
時
期
で
あ
っ
た
。

つ
だ
っ
た
。

一一一

0
年
代
に
も
ク

l
ン
・
ロ

i
ブ
商
会
は
、
投
資
銀
行
機
関
と
し
て
従
来
の
業
務
を
継
承
し
た
。

〔

4
〕

ブ
ラ
ウ
ン
・
ブ
ラ
ず

1
ズ
商
会
、

W
・
A
-
ハ
リ
マ
ン
商
会
、
ハ
リ
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
商
会

こ
の
三
商
会
は
一
九
一
一
二
年
に
合
同
し
、
主
と
し
て
預
金
、
貸
付
・
割
引
、
外
国
為
替
業
務
な
ど
に
専
念
し
た
。

一
九
三
三
年
法
以
後
、
こ
の
機
関
は
商
業

経
済
学
研
究

O 



一ュ

1
・
デ
ィ
!
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

銀
行
業
を
選
択
す
る
と
宣
言
し
た
が
、
他
方
、
前
述
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
商
会
と
む
す
ん
で
新
投
資
銀
行
ブ
ラ
ウ
ン
・
ハ
リ
マ
ン
商
会
を
設
立
し
、
全
投
資

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
商
会
と
の
勢
力
分
野
は
経
営
陣
か
ら
職
員
に
い
た
る
ま
で
豆

O
口五

O
と
い
う
協
定
が
厳
密
に
ま
も

ら
れ
た
。
な
お
ブ
ラ
ウ
ン
・
ハ
リ
マ
ン
商
会
は
一
九
三
九
年
、
ハ
リ
マ
ン
・

5
プ
レ

i
商
会
と
改
称
し
た
。

銀
行
業
務
を
そ
こ
に
移
管
し
た
。

〔

5
〕

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ン
・
コ
ー
ポ
レ

1
シ
ヨ
ン
の
設
立

閥
会
社
は
一
流
投
資
銀
行
の
結
合
体
と
し
て
一
ニ

0
年
代
に
新
設
さ
れ
、
た
だ
ち
に
ア
メ
リ
カ
最
大
の
投
資
銀
行
の
一
つ
と
な
ワ
た
。
そ
の
系
図
は
き
わ
め
て

複
雑
だ
が
、

大
路
は
次
の
ご
と
し
。

ま
ず
ボ
ス
ト
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
の
子
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
商
会
が
オ
ー
ル
ド
・
コ
ロ
ニ
ー
-

ト
ラ
ス
ト
と
一
九
二
九
年
に
合
同
し
て
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ル
ド
・
コ
ロ
ニ
ー
会
社
(
八
大
子
会
社
の
一
つ
)
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
三
二
年
、

フ
ァ
ー
ス
ト
・
オ
ブ
・
ボ
ス
ト
ン
会
社
に
改
組
し
た
。
他
方
、
ハ
リ
ス
・
フ
ォ

1
ブ
ス
商
会
と
チ
エ
イ
ズ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

i
ズ
商
会
(
前
述
)
が
一
九
一
三
年
合

- 80ー

併
し
て
、
チ
エ
イ
ズ
・
ハ
日
ノ
ス
・
フ
ォ

i
ブ
ス
商
会
と
な
っ
た
。
新
銀
行
法
に
よ
っ
て
ハ
リ
ス
系
の
親
銀
行
が
商
業
銀
行
業
務
に
専
心
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

子
会
社
の

N-w・
ハ
リ
ス
商
会
が
整
理
さ
れ
、
業
務
を
テ
エ
イ
ズ
・
ハ
リ
ス
に
引
継
い
だ
。
こ
の
合
併
商
会
と
さ
き
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
オ
ブ
・
ボ
ス
ト
ン
と
が
合
併

し
て
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ン
・
コ

l
ポ
レ

l
シ
ョ
ン
の
設
立
と
な
ヮ
た
の
で
あ
る
。

最
初
か
ら
沢
エ
イ
ズ
・
ナ
シ
ヨ

ハ
臼
一
v

ナ
ル
系
、
ハ
リ
ス
・
フ
ォ

l
ブ
ス
系
、
ボ
ス
ト
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
系
の
第
一
級
の
名
声
を
も
っ
人
々
で
か
た
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
こ
の
新
投
資
銀
行
の
経
営
俸
は
、

〔

6
〕

八
大
投
資
銀
行
の
確
立

以
上
の
誇
例
が
し
め
す
ご
と
く
、
投
資
銀
行
集
中
の
機
運
は
二

0
年
代
よ
り
も
一
段
と
た
か
ま
ワ
た
。
商
業
銀
行
業
務
と
の
分
離
規
定
と
い
え
ど
も
単
に
形
式

的
に
適
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
両
機
関
の
資
金
運
用
関
係
は
弱
ま
ら
な
か
っ
た
。
各
投
資
銀
行
が
発
行
証
券
に
参
与
す
る
比
率
に
お
い
て
も
、
旧
来
の
慣
行
や
協

定
の
多
く
が
固
守
さ
れ
た
。
他
方
、
大
投
資
銀
行
は
従
来
発
行
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
み
に
主
と
し
て
参
与
し
、
運
用
や
販
売
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
は
群
小
投
資
銀
行

に
細
分
し
て
責
任
を
分
担
せ
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
発
行
量
お
よ
び
発
行
手
数
料
減
少
に
と
も
な
い
、
今
や
こ
れ
ら
業
務
を
一
貫
し
て
お
こ
な
う
傾
向
が
つ



8 大投資銀行指導下の証券引受業務参与比率 (1934.6~1939.6) ~ 

引受シンジケートを主宰した投資銀行名

モ ク フ フ デ メ ノ、 ス
ノレ ア イ ロ リ ミ

ガ フ ン マ
ロ ス51受シンヲケートに ン ン ス ン. . トコ イ
ン セ

ノ〈
ス ロ キ リ

参与せる投資銀行名 〆々 ボポ リ ユ
プ

ン スレ ス リ 一レ ブ トi 7商
レ

ン.二‘ノ 溜
ド

商
イ

商 ヨ 商 商 商

~ メ~ ン メ~ ノ2弘2ミ ズ会 メ~ 会|

モルガン・スタンレー 21.7 2.5 2.4 1.1 2.1 2.7 0.9 
商 会

クーン・ローブ商会 6.5 39.8 0.7 2.9 3.4 3.3 6.1 3.7 
ファースト・ボストン・ 5.8 5.8 24.3 6.1 5.9 6.1 3.8 5.1 
コーポレーション

フラ イ ス商会 4.1 2.5 4.0 26.9 4.3 3.5 8.0 2.5 

ディロン・リード商会 2.5 0.7 0.7 1.8 23.3 0.9 0.5 
メロン・ 3.4 1.4 1.4 0.5 2.4 35.6 2.1 2.7 
セキュ日ティーズ商会

ハリマン・リプレー商会 6.8 9.8 5.1 7.1 4.5 4.6 33.4 6.8 

スミス・パーニー商会 7.6 3.4 5.9 7.5 3.5 6.2 5.3 34.9 

8大投資銀行計 58.0 65.9 42.1 55.2 48.4 62.3 61.4 56.6 

その他投資銀行計1 42.0 34.1 57.9 44.8 51.6 37.7 38.6 43.4 

行参与額2 1叫脚I 9931叫叫 2叶3叶m

第 9表
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1. 約760社前後とおもわれる。

2. 単位100万ドル。

Hearings before the TNEC: 

よ
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
中
小
投
資
銀
行
は

仕
事
を
失
っ
て
整
理
さ
れ
、
全
業
務
の
ま
す

ま
す
大
き
な
部
分
が
一
流
投
資
銀
行
に
集

ま
っ
た
。
第
九
表
に
よ
り
三

0
年
代
に
お

Pt 24， pp. 13001~5. より作成。

け
る
八
大
投
資
銀
行
の
確
立
と
そ
の
集
中

度
の
た
か
さ
と
を
み
る
こ
と
が
で
ま
る
。

一0
年
代
の
不
況
期
に
投
資
銀
行

機
関
は
た
が
い
に
同
系
機
関
に
よ
る

結
集
と
吸
収
で
自
己
を
防
衛
し
た
。

- 81-

彼
ら
は
証
券
全
発
行
量
の
減
退
を

少
数
機
関
へ
の
業
務
集
中
で
お
ぎ
な

わ
ん
と
し
た
。

そ
し
て
大
投
資
銀

行
は
「
主
要
産
業
企
業
ほ
と
ん
ど
す

7こ66ベ
己)て

彼と
らの
は伝
た統
と的
えな
そ関
の、{系
一一 〆ど
部保
が持
過し

去
の
実
積
に
根
ざ
し
て
い
る
勢
力
に

す
ぎ
な
い
に
せ
よ
、
取
引
先
の
企
業

に
た
い
す
る
戦
略
的
な
影
響
力
、
秘



一
ナ
l
・ディ

l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

密
の
金
融
情
報
の
掌
握
、
取
締
役
の
派
遣
や
兼
任
、
企
業
設
立
お
よ
び
合
同
の
指
導
、

な
ど
に
お
い
て
一
定
の
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
を
み
と
め
な
が
ら
も
な
お
、

わ
れ
わ
れ
は
、
投
資
銀
行
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
資
金
集
中
と
金
融

的
支
配
の
最
高
の
座
を
と
の
時
期
に
は
退
い
た
も
の
と
み
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

一二

0
年
代
は
ヲ
ォ

1
ル
徳
に
お
け
る
諸
機
能
の
う
ち
、
証
券
引
受
業
務
が
「
劇
的
な
没
落
」
を
と
げ
た
時
代
だ
と
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
な
ど

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
に
し
て
最
大
の
理
由
は
、
し
ば
し
ば
の
べ
た
よ
う
に
、
企
業
証
券
発
行
金
融
量
の
激
減
と
投
機

ブ
ー
ム
の
終
鴬
で
あ
る
。
国
内
企
業
の
証
券
発
行
量
は
、

一
九
二
七
年
六
五
億
ド
ル

一
九
二
九
年
九
四
億
ド
ル
か
ら

一
九
=
二
年
二

三
五
年
二
三
宮
ド
ル
、

(日
υ

換
発
行
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
乙
で
投
資
銀
行
機
構
内
部
で
の
集
中
と
再
編
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

四
億
ド
ル

一
七
年
二
四
億
ド
ル
、

等
々
の
水
準
に
低
下
し
た
。

し
か
も
三

0
年
代
発
行
中
の
六
O
%
以
上
は
借

た
と
え
ば
八
大
投
資
銀
行
グ
ル
ー
プ

三
七
億
ド
ル
余
に
す
ぎ
な
い
。

J
・P
-
モ
ル
ガ
ン
商
会
は
一
九
O
二

t
一
二
年
の
一

0
年
聞
に
二
O
億
ド
ル
、

一
九
二
七

t
三
二
年
に

- 82ー

が
扱
っ
た
証
券
引
受
額
は

九

七

t
三
二
年
の
六
年
間
に
お
け
る
一
六
O
龍
ド
ル
に
た
い
し
て
、

一
九
三
四

t
一
二
九
の
五
年
間
に
は

引二
受億
けド
た Jレ
にの
す証
ぎ券
な発
か行
つに
たお携
。、J てコ

7こ
カま

後
身
た
る
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ

1
商
会
は
一
九
三
四

t
一
一
一
九
年
の
五
年
間
に
六
億
ド
ル
未
満
を

企
業
発
行
証
券
を
、
投
資
銀
行
の
手
を
経
ず
に
大
金
融
機
関
に
直
接
引
受
け
さ
せ
て

し
ま
う
方
式
胃
Z
丘四日
)
F
B
B
E昨
の
比
重
増
大
で
あ
る
。
全
証
券
発
行
中
、
直
接
引
受
の
占
め
る
割
合
は
一
九
三
五
年
の
一
六
・
六
%
か

投
資
銀
行
業
務
衰
退
の
第
二
の
直
接
的
原
因
は
、

ら
一
九
三
九
年
に
は
三
二
・
六
%
へ
と
た
か
ま
っ
た
。

か
か
る
傾
向
が
生
じ
た
理
由
は

ω新
証
券
を
市
場
に
お
い
て
速
か
に
さ
ば
く
ζ

と
が
し
ば
し
ば
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
例
大
企
業
と
い
え
ど
も
従
来
の
ご
と
く
引
受
、
運
用
、
販
売
な
ど
の
各
投
資
銀
行
シ
ン
グ
ケ

1
ト

の
す
べ
て
に
手
数
料
を
支
払
う
に
足
る
証
券
価
格
を
、
常
に
は
期
待
し
え
な
く
な
っ
た
乙
と
、
紛
同
時
に
生
命
保
険
会
社
な
ど
の
い
ち
じ

る
し
い
証
券
分
野
へ
の
進
出
に
よ
り
、
細
分
さ
れ
て
い
た
手
数
料
や
諸
費
用
を
節
約
せ
し
め
、
時
に
は
こ
の
機
関
み
ず
か
ら
が
発
行
時
の



諸
利
得
を
も
獲
得
せ
ん
と
し
た
こ
と
。
制
ま
た
証
券
金
融
が
ま
す
ま
す
株
式
よ
り
も
社
債
に
偏
し
た
た
め
、
社
債
保
有
分
野
で
比
重
の
た

か
い
生
命
保
険
機
関
な
ど
の
立
場
が
有
利
化
し
た
こ
と
、

同
そ
し
て
ニ
ュ

l
・
デ
ィ

l
ル
期
に
強
化
さ
れ
た
証
券
発
行
に
関
す
る
諸
義
務
、

手
続
規
定
が
誼
接
引
受
の
場
合
に
は
大
部
分
適
用
を
免
れ
え
た
こ
と
、

な
ど
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

三

0
年
代
に
お
け
る
投
資
銀
行
没
落
の
具
体
的
、

か
つ
主
要
な
理
由
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。
銀
行
法
に
よ
る
商
業
銀
行
業
務
と
の

分
離
規
定
や
種
々
の
立
法
規
制
が
投
資
銀
行
勢
力
を
後
退
せ
し
め
た
の
で
は
な
い
。

一
九
三

0
年
代
以
降
に
お
け
る
資
金
集
中
と
運
用
の

諸
機
構
の
推
移
の
中
で
、

証
券
発
行
金
融
専
門
家
と
し
て
の
投
資
銀
行
は
、
も
は
や
従
来
の
ご
と
き
た
か
い
役
割
を
に
な
う
必
要
が
な
く

な
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
支
配
構
造
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
変
化
を
意
味
し
た
と
い
う
べ
き

(5日

- 83ー

的司品目的自信品師3)(62) (61) (60) (5日

一
九
一

0
1
二

0
年
代
、
投
資
銀
行
は
証
券
取
扱
い
に
か
ん
し
て
、
各
州
の
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ル

l
・
ス
カ
イ
法
」
の
規
制
を
う
け
て
い
た
。
そ
の
規
制

内
容
は
、
大
部
分
は
、
業
務
上
の
詐
欺
、
不
正
が
あ
き
ら
か
な
と
き
に
の
み
適
用
さ
れ
る

J
E
F
E仏
}
問
看
3

に
す
ぎ
ず
、
投
機
ブ

i
ム
の
大
波
に

向
つ
て
は
ま
っ
た
く
無
力
だ
っ
た
。
か
か
る
法
規
制
の
性
格
は
、
一
ニ

0
年
代
の
諸
立
法
の
意
図
に
も
多
分
に
残
容
し
て
い
る
。

凶
・
開
・
玄
O
J
B
S
巾
回
一
⑤
国
民
同
国
内
O
回
呂
田
穴
間
口
潟
、
吋
白
白
出
巾
吋
O
O
H】吋何回国国印国民国
0
5向日出出守
O℃
ζ
F
H
U日U
U
H
M
-
N町、吋・

国
巾
田
口
口
問
的

σmw同C
H
m
p
o
J門
ZHW(U
・
同
ロ
〈
自
由
民
間
mHCC
ロ
C
向
。
。
口
口
開
口
可
え
円
。
ロ

C
内
切
口
O
ロ
C
H
U
W
M
M
C耳
2
・
5
u
u
w
]
Vけ
凶
品

-
H
Y
H
N品
∞

ou
沼
y
H
N
印S
I
H
N
-

E
?
H
V仲
良

-z・
HN品
ω
N
I
ω
・

同

}UHL-w
司け

NAH
・官・

HHAF∞]「

出)円仏
-uHU昨
日
日
・
唱
匂
-HNCAFU
〉，、日日・

正
子
宮
旧
日
・

3
・
H
H
u
g
-ロ
品
。
∞

u

3
・
H
H
m
g
l吋

-
Z
ι
-
w
H
J
N
N
・
3
・
H
5
H
N
l
w
E
-
H
5
5
l
∞u
B
-
H
H叶
g
l
P
2
n
-

〈
-
H
U
R
F
u

吋
Z
何
百
日
比

5
0出
回
忌
凶
出
口
戸
ロ
ロ
P
H
U印
寸
・
邦
訳
入
八
頁
。

]
U

・
ζ
・
ω者
四
四
国
で
吋
宮
司
5
5己
目
印
呂
田
件
。
ミ
・

5
8・
邦
訳
一
一
一
一
一
一
一
良
。
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一ュ

l
・
デ
ィ
!
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

(71) (7目的目的8)

42HW{U
・
宮

D
S明白百円
H
Z
0
・印吋
u
H
Y
B
-
鎌
田
前
掲
二
八
九
頁
。

〉
-
H
N
o
n
v
g
B
H
H
m巳白
E
C同
〉

5
2
-口出・
5
ω
P
H
U
・
8
u
H
U
・
日
・
お
よ
び
回
目
白
ユ
ロ
m印
}
)
m
h
C
H
O
F日
斗
Z
開。・

3
N品
-
H
V
H
Y
5
0
0
H
I
印
に
よ
り
算
出
。

吋

Z
開。・問，
E
同
一
一
刃
向
旬
。
ぇ
・
古
賀
英
正
「
支
配
集
中
論
」
一
九
五
ご
年
、
一
一

O
一一員。

ア
メ
リ
カ
で
は
も
と
も
と
企
業
資
金
の
調
達
に
あ
た
っ
て
社
償
発
行
に
た
よ
る
傾
向
は
つ
よ
く
、
株
式
は
む
し
ろ
企
業
合
同
、
水
増
利
得
獲
得
の
手
段

お
よ
び
種
々
の
投
機
目
的
で
有
効
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
ご

0
年
代
す
で
に
投
資
銀
行
が
扱
っ
た
証
券
丞
は
、
社
債
が
株
式
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い

る
。
一
ニ

0
年
代
以
降
は
株
価
お
よ
び
配
当
率
が
低
迷
し
、
他
方
、
社
僚
が
借
換
操
作
や
長
期
ル
刊
に
よ
っ
て
借
入
資
本
と
し
て
の
性
格
を
い
っ
そ
う
稀
薄

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
問
証
券
の
実
質
的
差
異
は
い
ち
じ
る
し
く
消
滅
し
た
。
発
行
当
事
者
が
株
式
と
社
債
の
い
ず
れ
止
を
選
択
す
る
か
は
、
も
は
や
笑

務
上
の
コ
ス
ト
(
手
数
料
お
よ
び
税
負
担
)
の
比
較
に
か
か
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
手
数
料
に
か
ん
し
て
は
一
般
に
社
僚
が
廉
価
で
あ
っ
た
。
特
に

直
接
引
受
で
発
行
さ
れ
る
場
合
に
は
、
引
受
者
た
る
生
保
は
主
と
し
て
社
債
の
方
を
の
ぞ
ん
だ
。
次
に
税
制
に
か
ん
し
て
も
社
償
が
有
利
だ
づ
た
。
社

債
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
は
借
入
資
本
に
局
す
る
た
め
、
支
払
利
子
部
分
は
経
費
と
し
て
課
税
所
得
か
ら
除
外
さ
れ
る
が
、
株
式
発
行
に
よ
る
場
合
は
、

配
当
支
払
部
分
は
利
潤
の
わ
け
前
と
し
て
課
税
対
象
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
証
券
発
行
市
に
お
け
る
社
債
の
比
率
は
ま
す
ま
す
た
か
ま
り
、

一九三一

0
年
代
、
総
発
行
の
九
割
余
を
占
め
た
。

- 84-

二

0
年
代
以
降
の
生
命
保
険
機
関
の
地
位
上
昇
は

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
金
融
諸
機
関
の
勢
力
地
図
を
塗
り
か
え
る
に
大
き
な
役
割
を

は
た
し
た
。
資
金
集
中
者
と
し
て
は
、
生
命
保
険
機
闘
に
集
ま
る
資
金
は
そ
の
七

t
八
割
以
上
が
普
通
保
険
の
形
式
で
大
衆
か
ら
の
小
額

基
金
を
集
積
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
企
業
の
一
時
的
遊
休
資
金
の
預
託
に
も
大
き
く
依
存
し
て
い
る
商
業
銀
行
と
性
格
を
異
に

か
か
る
小
額
資
金
と
い
え
ど
も
、
人
口
の
き
わ
め
て
多
数
(
一
ニ

0
年
代
に
は
約
五
割
)
が
生
保
に
加
入
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お

す
る
。

い
て
は
、
怠
大
な
資
金
集
中
を
可
能
に
す
る
。
生
命
保
険
会
社
の
資
産
は
今
世
紀
初
頭
以
来
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。

三

0
年
代

前
半
の
大
不
況
期
に
す
ら
後
退
が
な
く
、

む
し
ろ
こ
の
期
間
に
は
安
定
を
も
と
め
る
資
金
の
生
保
へ
の
移
動
が
生
じ
た
。

一
九
二
九

i
一

九
三
八
に
お
け
る
全
金
融
機
関
の
資
産
増
加
(
一
二

O
億
ド
ル
)
中
、
九
五
%
ま
で
が
生
保
に
帰
属
し
た
。
一
二

0
年
代
後
半
に
は
全
大
衆

わ
が
国
に
お
け
る
最
も
強
力
な
貯
蓄
機
関
と
な
っ
た
じ
ま
た
生
保
機

貯
蓄
の
一
ニ
五
%
以
上
を
保
有
し
、
「
か
く
し
て
生
命
保
険
会
社
は
、



100万ドル

I ~ffl~gfl I 会社証券投資 | 公償投資 1 :Jfli~~{'.J'1 不動産
運用資産社債|株式国償 lJhh抵当貸付投資

1910 3，876 1，447 100 2 160 1，230 173 

1920 7，320 2，038 89 825 299 2，183 172 

1927 14，392 3，962 102 464 375 6，200 350 

1930 18，880 5，036 497 324 625 7，598 548 

1931 20，160 5，220 568 380 741 7，673 683 

1932 20，754 5，164 551 451 790 7，336 934 

1933 20，896 5，117 535 860 864 6，702 1，264 

1934 21，844 5，331 537 1，856 1，085 5，877 1，689 

1935 23，216 5，663 560 2，906 1，249 5，358 1，986 

1936 24，874 6，280 560 3，934 1，385 5，128 2，144 

1937 26，249 6，961 574 4，645 1，494 5，244 2司190

1938 27，755 7，695 566 4，951 1，595 5，459 2，177 

29，243 8，277 568 5，396 1，758 5，683 2，134 

主主係資産とその主たる運用第四表
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R. W. Goldsmith: A Study of Saving id th巴U.S.1955， Vol. 1. pp. 455~6. 
より作成。

構
内
部
で
の
築
中
も
い
ち
じ
る
し
く
、

ば

一
九
三
七
年
、

T
N
E
C
の
調
査
に
よ
れ

五
大
生
命
保
険
会
社
が
三

O
八
生
保
総
資
産

の
五
四
・
四
%
(
一
四
三
億
ド
ル
)
を
も
ち

一
六
大
生
命
保
険
会

社
だ
け
で
実
に
八

0
・
六
%
を
保
有
し
て
い
た
。

さ
ら
に
六
大
生

保
は

一
九
三
五
年
に
一

O
億
ド
ル
以
上
の
資
産
を
も
っ
全
罰
三

O
大
会
社
に
名
を
つ
ら
ね
た
。

生
保
機
関
の
資
金
は
、
証
券
(
公
社
債
お
よ
び
株
式
)
投
資
、

抵
当
貸
付
、
不
動
産
投
資
、
保
険
証
書
担
保
貸
付
(
宮
ロ
ロ
ヱ
。
自
由
)
、

保
険
料
支
払
約
手
に
よ
る
貸
付
(
耳
目
B
E
E
S
Z印)、
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な
ど
に
運

用
さ
れ
る
が
、
中
で
も
証
券
投
資
が
最
大
の
比
重
を
占
め
る
。

ζ

れ
ら
の
概
要
は
第
一

O
表
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。

生
保
に
よ
る
会
社
証
券
の
保
有
は

た
と
え
ば
一
九
一
一
一
九
年
に

約
八
八
・
五
億
ド
ル
で
あ
り

同
年
の
商
業
銀
行
に
よ
る
保
有
四

O
億
ド
ル
未
満
を
大
き
く
引
き
は
な
し
て
い
る
。

か
か
る
地
位
の

逆
転
は
一
九
三
三
年
以
後
に
お
こ
っ
た
。
生
保
が
保
有
す
る
民
間

会
社
証
券
は
大
部
分
が
社
債
で
あ
り

一
九
三

O
年
に
は
全
国
社

以
後
不
断
に
比
率
が
た
か
ま

ハ
河
一
v

っ
て
一
九
四

O
年
に
は
ニ
二
%
と
な
っ
た
。
保
有
社
債
の
内
容
は

債
量
の
一
一
%
を
も
っ
て
い
た
が
、



一ュ

l
・
デ
ィ

l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

か
つ
て
圧
倒
的
に
鉄
道
債
だ
っ
た
が
、
一
二

0
年
代
以
後
公
益
事
業
債
の
進
出
が
め
ざ
ま
し
く
、
鉄
道
債
を
し
の
ぐ
に
い
た
っ
た
。

業
債
の
保
有
は
ま
だ
か
な
り
小
さ
い
が
、
第
二
次
大
戦
後
は
最
大
比
率
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
完
全
に
商
産
銀
行
に
と
っ
て
か
わ
る
。
一
般
産

次
に
生
保
の
株
式
投
資
は
一
九
O
三
年
頃
が
最
盛
期
で
、

の
後
漸
減
し
た
。

銀
行
株
、

鉄
道
株
を
主
体
と
し
て
全
生
保
資
産
の
七
・
三
%
に
達
し
た
が
、

そ

社
債
投
資
に
お
け
る
生
命
保
険
機
関
の
優
位
に
比
し
、

国
債
保
有
で
は
商
業
銀
行
が
生
保
を
圧
倒
的
に
引
き
は
な
し
て
い
る
。
し
か
し
発

行
国
債
総
額
に
占
め
る
生
保
機
関
の
保
有
率
は

一
九
三
三
年
の
四
・
五
%
か
ら

一
九
三
九
年
の
二
二
%
ま
で
逓
増
し
た
(
第
一
一
表

参
照
)
。
生
保
に
よ
る
証
券
投
資
の
方
法
は
お
お
よ
そ
四
通
り
あ
る
。
第
一
は
投
資
銀
行
か
ら
の
購
入
で
あ
る
。

0
年
代
ま
で
は
大
部
分
が
こ

の
方
式
に
よ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
三
九
年
の
一
時
期
K
お
け
る
調
査
で
は
、
投
資
銀
行
が
引
受
け
た
証
券
の
三
八
%
余
ま
で
が
保
険
会
社

に
販
売
さ
れ
て
い
た
。
第
二
は
生
保
機
関
自
ら
が
証
券
分
折
を
お
こ
な
い
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
な
る
、
直
接
引
受
方
式
で
あ
る
。

九
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コ一四

1
一
九
三
八
年
の
五
年
間
に
直
接
引
受
で
発
行
さ
れ
た
会
社
証
券
一
八
億
ド
ル
は
、
そ
の
九
O
%
ま
で
が
二
六
の
生
保
会
社
を
相
手

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
は
か
か
る
直
接
引
受
と
い
え
ど
も
、
引
受
に
か
ん
す
る
助
言
や
技
術
的
分
野
に
投
資
銀
行
の
関
与
す
る
場
合

が
少
く
な
い
。

し
か
し
こ
の
際
に
は
、
投
資
銀
行
は
販
売
お
よ
び
購
売
の
い
ず
れ
を
お
ζ

な
う
わ
け
で
も
な
く
、
わ
ず
か
の
手
数
料
を
与

え
ら
れ
る
便
宜
的
な
専
門
業
者
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
の
投
資
方
法
は
競
争
入
札
に
よ
る
証
券
購
入
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
の
公

益
事
業
持
株
会
社
法
以
来
、
公
益
事
業
証
券
の
多
く
が
競
争
入
札
で
募
集
さ
れ
た
。

だ
が
入
札
者
の
ほ
と
ん
ど
は
投
資
銀
行
機
関
で
あ
り
、

生
保
に
と
っ
て
か
か
る
購
入
の
比
重
は
現
在
ま
で
非
常
に
低
い
。

た
だ
競
争
入
札
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
投
資
銀
行
と
そ
の
証
券
の
最
終

し
ば
し
ば
固
定
的
な
関
係
の
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
第
四
の
方
法
は
商
業
銀
行
な

購
買
者
と
な
る
生
保
機
関
と
の
間
に
、

ど
他
金
融
機
関
か
ら
の
購
入
で
あ
る
。
商
業
銀
行
が
発
行
証
券
を
第
一
次
的
に
は
購
入
し
て
も
、

そ
の
保
有
は
概
し
て
非
常
に
短
期
的
で



あ
り
、
購
入
部
分
の
何
分
の
一
か
が
最
終
的
に
は
生
保
機
闘
に
沈
澱
す
る
。
ま
た
小
規
模
生
保
は
金
融
機
関
の
取
得
し
た
証
券
を
さ
ら
に

結細
ば分
れし
てて
い購
る兵入
r す

る
こ

と
が
あ
る

こ
れ
ら
の
関
係
を
円
滑
に
保
つ
た
め
、
金
融
機
関
と
生
保
と
の
聞
に
は
し
ば
し
ば
コ
ル
レ
ス
協
定
が

次
に
生
保
機
関
が
獲
得
し
た
証
券
は
時
宜
に
応
じ
て
処
理
さ
れ
得
る
。

そ
の
場
合
に
は
大
部
分
が
投
資
銀
行
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
、

ま
れ
に
は
競
争
入
札
を
募
集
し
た
り
、
投
資
希
望
者
と
の
寵
接
協
定
や
小
口
債
券
で
の
売
り
出
し
な
ど
も
お
ζ

な
う
よ
う
で
あ
る
。

し
か

し
他
面
で
は
、

生
保
は
直
接
引
受
に
よ
る
証
券
を
多
く
利
用
し
て
い
る
か
ら
、

そ
の
証
券
の
市
場
性
や
大
衆
性
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
も

頻
繁
に
生
ず
る
。

し
か
も
法
的
に
は
、
直
接
引
受
に
よ
る
証
券
が
登
録
義
務
や
諸
規
制
を
免
除
さ
れ
る
の
は
、

そ
れ
が
今
後
、
大
衆
に
売

生
保
機
関
に
よ
る

り
出
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
ζ

と
を
前
提
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
生
保
資
産
の
急
速
な
充
実
と
拡
大
の
結
果
、

証
券
の
販
売
処
理
は
相
対
的
に
減
少
し
、

か
つ
非
継
続
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
生
命
保
険
会
社
は
、

同
一
企
業
の
証
券
を
長
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期
的
に
保
有
す
る
乙
と
を
機
会
に
そ
の
企
業
か
ら
多
額
の
団
体
保
険
加
入
を
得
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

証
券
販
売
に
よ
る
換
金
に
は
熱

を
入
れ
な
い
。

か
か
る
諸
事
情
が
、

企
業
と
生
保
と
の
証
券
を
手
段
と
す
る
経
済
的
連
繋
を
、
急
速
に
密
接
化
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
。

生
保
の
抵
当
貸
付
は
、
土
地
(
農
地
お
よ
び
市
持
地
)
抵
当
と
事
業
抵
当
貸
付
に
大
別
さ
れ
る
。
ニ

0
年
代
前
半
ま
で
両
者
の
比
率
は

ほ
ぼ
等
し
か
っ
た
が
、
以
後
、
後
者
が
圧
倒
的
部
分
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
か
よ
う
な
貸
付
形
態
を
も
っ
て
企
業
の
長
期
資
金
を
供
給

し
か
し
三

0
年
代
に
は
産
業
お
よ
び
農
業
の
不
振
を
反
映
し
て
同
業
務
は
停
滞
し
、
そ

す
る
生
保
の
役
割
は
無
視
し
え
ぬ
も
の
が
あ
る
。

の
比
重
低
下
分
は
主
と
し
て
公
債
投
資
の
増
大
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
た
。

最
後
に
、
不
動
産
投
資
が
生
命
保
険
会
社
の
有
力
業
務
と
し
て
積
極
化
す
る
の
は
第
二
次
大
戦
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
二

0
年
代
に
お

け
る
量
的
な
拡
大
は
む
し
ろ
、
不
況
に
よ
る
不
動
産
抵
当
貸
付
の
抵
当
流
れ
の
増
大
な
ど
を
反
映
し
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
同
日
大
戦
後
に

は
生
保
が
住
宅
や
商
工
業
用
不
動
産
な
ど
を
み
ず
か
ら
建
設
し
そ
れ
を
賃
貸
す
る
と
い
う
方
式
が
一
般
化
し
た
が
、

か
か
る
業
務
は
一
二

O

経
済
学
研
究

O 



一ュ

1
・4ノィ
l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

年
代
に
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
を
総
括
し
つ
つ
一
一
一

O
年
以
降
大
生
保
会
社
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
金
融
的
支
配
の
た
か
い
地
位
に
登
場
し
た
理
由
を
さ
ぐ
る
と
、

何
よ
り
も
生
保
機
構
が
当
時
、
大
衆
の
経
済
的
な
不
安
定
を
保
障
せ
よ
と
の
要
請
を
保
険
と
い
う
形
式
で
利
用
し
、
か
つ
苦
汁
を
な
め
た

零
細
資
金
保
有
者
か
ら
、
今
後
危
険
分
散
を
は
か
り
得
る
有
利
な
貯
蓄
・
投
資
先
と
し
て
老
大
な
預
託
を
ヲ
つ
け
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を

少
数
の
巨
大
生
保
に
ま
す
ま
す
集
中
せ
し
め
た
乙
と
を
基
礎
と
し
て
い
る
。

か
か
る
資
金
の
運
用
に
よ
っ
て
生
保
機
関
は
、
三

0
年
代
に

企
業
証
券
の
最
大
の
引
受
子
と
な
り
、

さ
ら
に
動
産
、
不
動
産
に
か
ん
す
る
抵
当
貸
付
な
ど
も
ふ
く
め
て
、
主
と
し
て
企
業
の
長
期
資
金

供
与
者
と
し
て
重
要
な
機
能
を
は
た
し
た
。
同
期
間
の
生
保
経
営
へ
の
法
的
介
入
が
従
来
の
州
法
を
の
ぞ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
と
る
に
た
り

な
い
も
の
で
、
銀
行
な
ど
諸
金
融
機
関
に
た
い
す
る
連
邦
政
府
の
規
制
の
適
用
か
ら
き
わ
め
て
速
か
っ
た
こ
と
が
、

そ
の
活
動
範
屈
の
拡

大
を
助
長
し
企
業
と
の
連
繋
を
密
接
化
す
る
に
役
立
っ
た
。

さ
ら
に
ニ
ュ

I
・
デ
イ

1
ル
立
法
で
は
保
険
会
社
と
銀
行
と
の
関
係
に
つ
い

・
門
出
一
v

て
ふ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
両
機
関
の
役
員
兼
任
、
資
金
供
与
関
係
は
従
来
よ
り
も
促
進
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
三

0
年
代
に
お
け
る
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ア
メ
リ
カ
金
融
構
造
の
変
貌
と
い
う
現
象
は
、
資
金
集
中
と
運
用
と
に
お
け
る
商
業
銀
行
お
よ
び
投
資
銀
行
の
既
得
の
分
野
が
、
生
保
機

関
に
き
わ
め
て
広
範
な
業
務
移
譲
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
多
分
に
反
映
し
て
い
る
。
投
資
銀
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ζ

の
時
代

に
生
保
は
巨
大
な
資
金
力
を
背
景
に
直
接
引
受
や
証
券
の
大
口
一
括
購
入
に
よ
っ
て
投
資
銀
行
固
有
の
業
務
に
侵
入
し
、
そ
の
点
で
投
資

銀
行
機
関
と
対
立
し
協
同
し
、
時
に
は
そ
れ
を
支
配
下
に
お
さ
め
時
。
商
業
銀
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
は
、
生
保
機
関
と
商
業
銀
行
は

か
な
り
明
確
な
分
業
関
係
を
し
く
に
い
た
っ
た
。
商
業
銀
行
資
金
は
国
債
へ
の
投
資
を
中
心
に
、
主
と
し
て
国
内
市
場
確
保
の
た
め
に
運

そ
の
点
で
は
生
保
資
金
は
商
業
銀
行
を
補
完
す
る
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
他
方
、
商
業
銀
行
が
置
き
去
っ
た
分
野
、
す
な
わ

用
さ
れ
、

ち
企
業
証
券
金
融
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
企
業
の
営
業
活
動
に
宜
接
資
金
を
運
用
さ
せ
る
任
務
は
、
生
保
資
金
が
と
っ
て
か
わ
っ
た
。
企
業
の

証
券
発
行
金
融
の
低
滞
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
保
と
全
商
業
銀
行
と
を
合
わ
せ
た
企
業
債
投
資
量
は
一
九
二
五

t
ニ
九
年
の
年
平
均
一

O
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に
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れ

ば
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一

九

三

九

年

、

依

然

総

資

会

の

八

八
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九

μλ
的
制
が
幾
家
に
た
い
ム
ヲ
る
附
倒
的
紛
で
占
あ
り
、
残
り
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
プ
九
%
が
海
外
か
ら
、
そ
し
て

0
・
五
%
が
生
保
向
同
級
の
替
綴
批
純
金
だ
ワ
化
。
*
し
か
し
対
家
庭
魚
後
項
呂
中
に
は
、
企
業
mw
燦
生
資

金
や
年
金
援
金
と
し
て
預
入
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
間
体
保
険
間
金
が
一
一

i
…
…
…
制
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程
度
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い
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あ
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。
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吉
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年
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る
利
子
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入
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分
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金
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三
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一
制
脳
波
に
お
よ
ん
だ
。

戦
後
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大
凡
公
開
燃
が
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率
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次
第
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、
か
か
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不
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潔
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机
好
投
資
の
熔
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収
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た
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H
A
H
N
・

日
本
生
産
絵
本
部
「
生
命
係
険
」
一
九
五
七
年
、
限
的
問
一
一

1
一一一環。

一
九

O
託
銀
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ア

i
ム
ス
ト
口
ン
グ
議
悶
笠
置
は
、
会
社
の
交
郎
総
資
収
の
た
め
の
生
係
資
金
利
用
安
袋
路
し
、
以
後
間
掛
川
淡
は
集

係
資
援
の
一
一
一
M
N
又
は
剰
余
念
の
一
一
一
分
の
一
以
上
が
機
滋
殺
に
向
う
こ
と
を
綴
じ
た
。
的
閣
制
川
も
綴
し
て
こ
の
例
に
な
ら
っ
た
。

J
H
J
Z
H
W
C
-
E
C
討
議
長
M
M
Y
2
0
・印吋
-
M
V
・
出
品
・
銭
関
節
椙
均
一
日
…

o
一
i
一一一災。

桜町内一

-wEP
話
Z
品
・
爵

5
0
一
頁
。

宮司〈
υ帥
M
g
H
M
U
S
M
Y
《

M
W
J

℃-v
・品、叫
J
、∞-

VHFHν
ヲ

a
l芯
・
そ
の
肋
閣
に
よ
る
G

F
r
Fふ
よ

M
Y
出

hp

総
嶋
抑
「
生
命
保
険
」
限
四
九
真
。

四
鑓
ド
ル

九一二

C
t

の

在言

。
鑓
ド
ル

一
九
三
笠

i
三

の

と
と
ハ
つ

の

よ
る
保
有
が
捕
り
で
あ
ま
り
あ
っ

に
よ
る

ら年
な代
し、;と

でみ
まう ら
ろれ，
うaる。〉 ζ
れ
ら
変
化
の

ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
内
部
の

fi2) 。日 (1若宮議守7)iJ時自3)(82)担1)的0)(79) (78) 

経
済
学
時
制
州
内

O 

間
程
ド
ル
と
む
し

が
そ

し
て
い
る
。

lζ 

マ
ゐ
ふ
ら
の

中
の
る

J
J

品、一
-d

;
7
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二
ー
ェ
ア
ィ
ー
ル
欄
酬
に
お
け
る
臨
料
金
集
中
と
そ
の
遂
問
地
形
態

森

(86) 

「
大
不
況
の
閥
、
探
検
会
投
法
約
一
一

O
万
の
幾
災
の
挺
当
を
流
し
た
。
メ
ト

3
5タ
ン
(
ア
メ
リ
カ
第
一
伎
の
金
安
芸
名
|
!
警
は
国
内
に
お

け
る
毅
大
の
農
地
所
有
者
と
な
hJi--
」
(
宗
門
王
寺
-
口

Y
邦
訳
九
ザ
紘
一
氏
)
。

ず

N
n
H
U
C
や
セ
ラ

i
黍
鴎
支
払
の
調
査
が
そ
の
間
関
係
な
申
め
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

保
険
会
殺
の
直
接
引
受
へ
の
進
肉
は
当
初
、
投
資
銀
行
と
の
悶
に
綴
滋
な
反
自
殺
ま
ね
い
た
。
し
か
し
こ
の
反

gHM
ウ
ォ
;
ル
街
努
力
本
部
に
よ
り
調
制

緩
火
、
れ
、
た
と
え
ば
三
九
四
一
…
何
十
に
か
す
ば
れ
た
協
定
安
つ
う
じ
て
保
険
会
社
は
欽
滋
僚
と
公
議
繁
栄
僚
に
た
い
す
る
毅
級
入
札
を
漆
燃
し
、
そ
れ

ら
を
お
も
に
投
資
銀
行
薬
品
告
を
つ
う
じ
て
畏
入
れ
た
。
藤
毅
伎
の
一
間
談
則
的
受
の
た
め
に
は
、
タ
く
の
大
保
険
会
社
は
役
資
銀
行
薬
品
物
な
金
磁
額
閣
と
し

て
か
か
え
て
い
る
。
」
*

*
唱
え
一
昨
日
さ
-nMY
邦
訳
九
九
割
到
。

指
問
機
地
銀
行
や
投
資
銀
行
が
滋
去
占
め
て
き
た
一
致
券
会
部
職
機
能
の
多
く
に
、
後
係
機
関
関
が
ど
っ
て
か
わ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
生
保
の
滋
出
は
、

証
券
市
場
に
お
け
る
所
有
分
布
上
、
間
関
人
よ
ち
も
機
関
の
保
有
率
目
似
た
か
ま
っ
て
く
る
〈
い
わ
ゆ
る
証
券
保
有
の
機
関
佑
i
i
Z印
昨
日
付
丘
町

C
E
F
8
0る

と
い
う
現
象
と
も
筏
援
に
関
係
し
て
い
る
。

部設 (8品

五、

の

一部ー

調
家
財
政
の

一
九

年
以
後
顕
著
に
な
っ
た
。

ζ

れ
は
主
と
し
て
不
況
を
京
映
し
た
個
人
所
得
税
と
余
熱
演
得
税
の
大
幅
減

収
に
よ
る
。

ブ

1
パ
1
政
権
は
そ
れ
を
課
説
率
引
上
げ
で
お
後
せ
ん
と
し

一九一一一

年
歳
入
法
の
高
税
率
油
公
判
引
継
い
だ
ル
ー
ズ
ペ
ル

ト
政
権
も
、
持
衡
財
政
の

の
も
と
で
正
常
収
交
と
非
正
常
収
支
と
ぞ
区
分
す
る
い
わ
ゆ
る
ダ
ブ
ル
コ
ハ
グ
ヨ
ッ
ト
(
む
o
d
z
o
円
山
口
仏
m
耐え〉

シ
ス
テ
ム
モ
し
い
て
救
務
活
動
や
呼
び
水
的
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
ム
お
こ
な
い
、

そ

の
黒
字
で
埋
め
よ
う
と
考
え

し
か

し
財
政
の
総
合
赤
字
部
分
は
一
九

年
に

億
ド
ル

九

間関年一二一一

九

八
銭
ド
ル
と
、
租
税
増
収
分
を

と
え
で
は
る
か
に
議
大
し
続
け
た
。
か
か
る
事
憶
を
}
反
映
し

ル
ー
ズ
ペ
ル
ト
の
租
税
政
策
お
よ
び

の
理
念
は
、
社
会
の

休
議
議
資
金
受
述
邦
政
府
機
関
の

に
吸
収
し
て
有
効
に
活
服
せ
ん
と
の

濃
く
し
て
き
で
い
る
ハ
た
と
え
ば
一
九

五
年



100万ドル連邦収支と国債発行規横第11表

|償還借換|純発行量

支邦収

字赤歳出歳入
経
済
学
研
究

ワワワ(十184)3，994 

4，325 

4，178 

2，080 

1930 

3，052 6，645 

9，069 

9，697 2，245 

3，255 

1933 

1934 4，514 

1，648 11，478 

9，277 

6，710 

8，881 

13，583 

13，126 3，782 

4，953 

6，371 

7，583 

3，116 

3，801 1935 
O 

4，844 

2，882 

14，121 

9，592 

9，069 

8，281 

4，116 

5，029 

1936 

3，252 1937 

740 9，621 1，449 

3，600 

7，304 5，855 1938 

3，278 

Annual Report of the Secretary of the Treasury.の資料を Studenski& 

Krooss; Financial History of th巴U.S.1952， pp. 406~7. および Statistical

Abstract of the U.S. 1940， p. 210.により引用作成。

9，809 13，087 8，765 5，165 1939 

の
議
会
へ
の
メ
ツ
セ

1
グ、

お
よ
び
同
年
の
新
歳
入
法
)
。

一
九
三
七
年
の
リ

セ
ッ
シ
ョ
ン
以
後
、
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
は
は
じ
め
て
「
い
や
い
や
な
が
ら
」

を
脱
皮
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

連
邦
財
政
赤
字
は
一
九
三
三

t
一
九
三
九
年
の
合
計
で
二
二
五
億
ド
ル
余
に

た
つ
し
た
。

そ
し
て
ζ

の
赤
字
金
額
は
結
局
の
と
と
ろ
、
大
部
分
が
国
債
発
行

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。
同
期
聞
に
お
け
る
国
債
の
純
発
行
額
は
約
二
一

O

億
ド
ル
で
あ
る
(
第
一
一
表
)
。

当
初
、
政
府
の
受
信
能
力
は
あ
き
ら
か
に
不
安
定
視
さ
れ

国
債
発
行
価
格

は
額
面
を
大
き
く
下
廼
っ
た
。
会
社
証
券
価
格
の
暴
落
に
よ
っ
て
大
損
害
を
家

- 91ー

っ
た
諸
銀
行
は
、
国
家
発
行
証
券
の
購
入
を
も
蕗
賭
し
た
。

し
か
し
政
府
が
巨

額
の
金
準
備
保
有
者
と
な
り
、

か
つ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
が
一
応
軌
道
に
の

る
と
、
銀
行
は
増
大
す
る
過
剰
資
金
の
は
け
口
と
し
て
次
第
に
国
債
投
資
を
積

極
化
し
、
時
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
で
の
購
入
す
ら
お
と
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
三
二
年
以
来
、
銀
行
の
法
定
準
備
中
に
一
定
の
国
債
保
有
が
み
と
め
ら
れ

た
こ
と
、
国
債
を
担
保
と
す
る
借
入
要
求
に
連
邦
準
備
銀
行
は
無
制
限
に
応
ぜ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
義
務
づ
け
、
な
ど
が
右
の
傾
向
を
助
長
し
た
。
か
か
る
状

勢
の
好
転
を
利
用
し
て
、
政
府
は
支
払
利
子
率
を
ほ
ぼ
一
定
に
お
さ
え
つ
つ
、

返
済
を
の
が
れ
る
目
的
で
長
期
債
へ
の
借
換
を
大
々
的
に
遂
行
し
た
。
も
ち
ろ



一ュ

l
・
デ
ィ

l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

ん
、
か
か
る
事
態
好
転
の
過
程
に
お
い
て
も
、
銀
行
が
従
来
の
貸
付
・
投
資
分
野
を
見

捨
て
て
圏
債
に
の
み
傾
倒
し
て
い
る
乙
と
を
め
ぐ
る
論
議
や
非
難
、
ま
た
銀
行
の
側
で

も
国
債
投
資
の
資
金
運
用
中
に
占
め
る
比
率
増
大
の
限
界
を
営
業
政
策
上
ど
こ
に
お
く

べ
き
か
と
い
う
不
安
な
ど
が
つ
き
ま
と
っ
て
は
い
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
積
極
面
と
消

極
聞
と
を
混
請
し
つ
つ
、
一
二

0
年
代
後
半
ま
で
に
、
商
業
銀
行
に
代
表
さ
れ
る
金
融
機

で関
あと
るき政
。府

と
の
資
金
流
通
関
係
は

一
応
整
備
さ
れ
安
定
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
の

第
一
二
表
に
よ
り
、

国
債
保
有
者
と
し
て
の
金
融
諸
機
関
の
比
重
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
各
年
度
に
お
け
る
連
邦
債
務
に
つ
き
、

商
業
銀
行
は
常
に
一
一
一
回

i
四

O
%前
後

の
権
利
を
も
っ
て
い
る
。

一
般
投
資
者
に
よ
る
国
債
保
有
は
ほ
と
と
ん
ど
が
、
第
一
次

大
戦
時
発
行
の
自
由
公
債
な
ど
、
過
去
か
ら
の
持
続
に
す
ぎ
ず
、
新
た
な
資
金
を
乙
の

期
聞
に
投
下
し
た
も
の
だ
と
は
い
え
な
い
。
ご
一

0
年
代
に
お
け
る
彼
ら
の
い
ち
じ
る
し

い
比
重
低
下
分
は
、

主
と
し
て
生
保
機
関
と
連
邦
信
託
基
金
の
進
出
に
よ
っ
て
埋
め
ら

れ
た
。
三
三
年
以
後
新
た
に
発
行
さ
れ
た
一
二

O
億
ド
ル
余
に
つ
い
て
の
資
金
源
を
第

一
二
表
そ
の
他
の
資
料
に
よ
っ
て
推
測
す
れ
ば
、
商
業
銀
行
、
生
命
保
険
会
社
、
相
互

貯
蓄
銀
行
な
ど
の
民
間
金
融
機
関
が
七
割
以
上
を
供
給
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
三

割
中
の
大
部
分
は
連
邦
機
関
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、

一
般
投
資
者
の
部
分
は
わ
ず
か
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。

一ュ

l
・
デ
イ

1
ル
期
に
お
け
る
連
邦
政
府
の
ス
ぺ
ン
デ

単位10億ドJレ

lmlI蜘|1935| 附 lM|l蜘[1'~卿
ドル1%川%ドTIμ ドノレ|μ 川%ドル|μ ドル1%

連邦信託基金 0.7 3.2 1.4 5.2 2.0 6.3 2.3 6.1 3.6 8.9 4.8 11.6 5.9 13.0 

連邦準備銀行 2.0 9.0 2.4 8.8 2.4 7.6 2.4 6.4 2.5 6.2 2.6 6.3 2.6 5.7 

商業銀行 7.5 33.8 10.3 37.8 12.7 39.9 15.3 40.6 14.6 36.5 14.0 33.8 15.7 34.7 

相互貯蓄銀行 0.7 3.2 1.0 3.7 1.5 4.4 2.1 5.6 2.4 5.9 2.7 6.5 3.0 

生命保険会社 1.0 4.5 1.5 5.5 2.6 8.1 3.9 10.3 5.0 12.3 5.5 13.3 5.9 13.0 

一般投資者 10.3 46.3 10.5 39.0 10.5 33.7 11.7 31.0 12.4 30.2 11.9 28.5 12.3 

計 22.2 100 27.2 100 31.8 100 37.7 100 40.5 100 41.4 100 45.3 100 

閣僚保有者分類およびその比重第四表

Federal Reserve Board: Banking and Mon巴taryStatistics， 1941， p. 512 
(Studenski & Krooss: op. cit.， p. 428).より作成。
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イ
ン
グ
政
策
は
か
よ
う
に
、
過
去
す
で
に
金
融
諸
機
闘
に
集
積
さ
れ
諸
企
業
の
た
め
に
運
用
さ
れ
て
き
た
巨
大
な
蓄
積
資
金
を
、
罰
家
機

関
の
手
に
さ
ら
に
移
転
せ
し
め
、
従
来
よ
り
も
広
範
な
社
会
的
規
模
で
利
用
す
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
の
で
あ
っ
た
。

国
債
発
行
に
よ
り
吸
収
さ
れ
た
資
金
は
、
救
済
と
社
会
保
障
、
公
共
建
設
、
農
業
保
護
、
年
金
基
金
、
な
ど
の
各
項
目
に
支
出
さ
れ
た
。

大
企
業
に
産
接
な
が
れ
こ
ん
だ
部
分
は
少
な
い
。

乙
の
時
期
の
国
家
支
出
の
基
本
的
意
図
は
、
貨
幣
金
融
政
策
に
よ
る
景
気
振
興
策
と
の

協
同
に
お
い
て
、
失
業
者
お
よ
び
企
業
の
救
済
、
陸
路
の
打
開
、
国
内
市
場
の
拡
大
な
ど
に
主
力
を
そ
そ
ぎ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
体
制
の
維

持
、
整
備
を
は
か
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
資
金
の
支
出
は
、

ω国
家
自
身
の
手
に
よ
る
長
期
的
事
業
の
運
営
、
例
救
済
的
、

な
か
で
も
政
府
金
融
機
関
の

保
障
的
意
図
で
の
給
付
、
ゆ
政
府
金
融
機
関
に
よ
る
資
金
貸
付
活
動
、

の
三
形
態
を
も
っ
て
遂
行
さ
れ
た
。

設
立
と
そ
の
貸
与
活
動
に
よ
る
資
金
運
用
は

一0
年
代
、

国
家
の
機
関
が
金
融
諸
機
関
の
構
造
そ
の
も
の
に
も
直
接
編
入
さ
れ
、

定

の
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
一
一
一
一
表
に
よ
る
と
、
か
か
る
政
府
金
融
機
関
が
設
立
以
来

九
一
一
一
九
年
六
月
ま
で
に
貸
与

- 93-

し
た
資
金
は
二
五

O
億
ド
ル
に
の
ぼ
り
、

返
済
を
差
引
い
て
八
六
億
ド
ル
余
の
残
高
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
連
邦
政
府
の
金
融
機
関
は

そ
の
他
の
資
金
を
政
府
保
証
付
債
券
の
発
行
で
お
ぎ
な
っ
て
い
た
。
政
府
保

自
己
資
金
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
政
府
出
資
で
ま
か
な
い
、

証
債
は
国
債
で
は
な
く
、
銀
行
に
購
入
さ
れ
た
場
合
に
は
資
産
の
「
そ
の
他
証
券
」
投
資
項
目
に
ふ
く
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
に

は
国
債
に
準
じ
て
い
る
。

自司

国
債
発
行
以
外
の
政
府
資
金
源
と
し
て
は
、
金
平
価
切
下
げ
お
よ
び
通
貨
管
理
政
策
に
よ
る
資
金
創
出
効
果
を
も
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ニ
ュ

i
・

デ
ィ

l
ル
前
半
期
に
お
け
る
連
邦
政
府
の
政
策
の
核
心
は
、
国
債
を
利
用
す
る
積
極
的
な
政
府
支
出
で
は
な
く
、
む
し
ろ
銀
行
制
度
の
改
編
、
金
本
位

の
停
止
と
金
ド
ル
平
価
の
切
下
げ
、
金
の
買
上
げ
、
食
幣
流
通
量
の
調
節
な
ど
一
連
の
通
貨
政
策
を
中
心
に
、
園
内
的
な
価
格
上
昇
、
対
外
的
な
ド
ル

為
替
の
低
落
に
よ
ワ
て
景
気
を
回
復
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
ワ
た
。
と
く
に
連
邦
政
府
は
一
九
三
三
年
以
来
金
買
上
げ
政
策
の
も
と
に
、
金
の
市
場
価

格
を
次
第
に
つ
り
あ
げ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
一
九
一
一
一
四
年
に
、
ト
l
マ
ス
修
正
法
に
も
と
づ
き
、
金
平
価
を
四
0
・
九
四
%
切
下
げ
て
固
定
し
、
同
時
に

あ
ら
ゆ
る
金
の
国
有
を
法
制
化
し
た
。
か
か
る
平
価
切
下
げ
は
財
務
省
の
保
有
金
に
約
一
一
八
億
ド
ル
の
評
価
益
を
生
ぜ
し
め
た
。
こ
の
ご
八
億
ド
ル
中

経
済
学
研
究
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第四表 政府金融機関とその貸付活動 (1936.9まで) 100万ドル

i拍|貸付総額 l内返済額
Federal Land Banks. 1917 3，082.7 1，142.1 

Federal Intermediate Credit Banks. 1923 4，255.8 4，024.2 

Inland Water Corp. 1924 1.4 0.9 

Agricultural Marketing Act.Fund. 1929 1，208.1 1，118.2 

Fed巴ralHome Loan Banks. 1932 523.0 354.1 

Reconstruction Finance Corp. 1932 7，521.8 5，652.5 

Regional Agricultural Credit Corp. 1932 326.9 316.7 

Banks for Cooperatives. 1933 432.8 373.2 

Commodity Credit Corp. 1933 964.1 604.9 

Emergency Crop & Feed Loan. 1933 443.2 263.7 

Federal Deposit Insurance Corp. 1933 77.0 17.1 

Federal Saving & Loan Associations. 1933 

一 HomeOwners' Loan Corp. 1933 3，340.1 1，259.9 

Public Works Administration. 1933 729.8 670.4 

Tenness巴eValley Authority. 1933 3.6 0.5 

Electric Home & Farm Authority. 1934 20.0 10.1 

Export.lmport Bank of Washington. 1934 67.6 37.1 

F巴deralFarm Mortgag巴 Corp. 1934 982.1 249.7 

Federal Housing Authosity. 1934 1.2 0.1 

T.V.A. Cooperatives， Incorporated. 1934 0.4 0.1 

Farm S巴curityAdministration. 1935 420.2 140.8 

Puerto Rican Reconstruction Adm. 1935 6.6 0.1 

R.F.C. Mortgage Co. 1935 136.6 80.4 

Rural Electri五cationAdm. 1935 122.3 80.4 

U.S. Maritime Commission. 1936 87.6 37.9 

Disaster Loan Corp. 1937 17.3 2.5 

U.S. Housing Authority. 1937 69.4 1.1 

Federal National Mortgag巴Association. 1938 130.0 4.9 

計 16，363.4 

Moutlon & others: Capital Expansion， Employment and Economic Stability， 
1940， p. 318. 
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一一

O
億
ド
ル
は
為
替
安
定
基
金
と
し
て
価
格
統
制
目
的
で
据
え
ら
れ
、
残
額
中
、
約
六
億
五
、

0
0
0
万
ド
ル
は
公
債
の
回
収
も
一
億
四
、

0
0
0万
ド

ル
は
産
業
貸
付
な
ど
に
あ
て
ら
れ
た

3
2仏
O
E
Z
待

問

5
2
f
E
Eロ
ロ
岡
田
二
山

E
c
q
o同
岳
白

C
ω
-
H
U印
N

W

H

V

・
80)。
ま
た
平
価
切
下
げ
以
後
ア

メ
リ
カ
に
は
巨
額
の
金
が
流
入
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
銀
行
の
過
剰
資
金
の
寄
在
を
ま
す
ま
す
顕
著
に
し
、
景
気
上
昇
な
き
イ
ン
フ
レ
の
危
機
を
も
予

感
せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
一
方
で
は
支
払
準
備
率
の
引
上
げ
や
金
不
胎
化
政
策
な
ど
の
通
貨
量
管
理
に
よ
ヴ
て
こ
れ
に
対
処
し
、

他
方
で
は
国
債
発
行
金
融
に
よ
り
銀
行
資
金
を
み
ず
か
ら
吸
収
、
運
用
せ
ん
と
の
傾
向
を
つ
よ
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
絞
述
は

ω
Z含
g
r
h仲
間

E
C訟
の
前
掲
害
、
毛
-

M
・
ωロ
E-GH
〉
自
由
同
片
山
口
円
以
ロ
ゲ
ロ
ロ
ヨ
ロ
回
目
白

-
H
E∞
・
お
よ
び
東
京
商
工
会
議
所
編
、

「
ア
メ
リ
カ
の
新
経
済
政
策
と
金
融
統
制
」
な
ど
の
諮
頁
に
よ
る
。

だ
が
一
般
投
資
者
の
項
目
中
に
は
、
諮
企
業
が
過
剰
資
金
や
遊
休
資
金
を
国
債
投
資
に
む
け
て
い
る
部
分
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
投

資
量
は
一
ニ

0
年
代
以
降
増
加
の
趨
勢
を
た
ど
っ
て
い
る
。

相自

六、

む

す

び

一ニ

0
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
金
融
構
造
の
変
貌
と
は
、

主
と
し
て
三
つ
の
意
味
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
第
一
に
、
従
来
の
支
配
的
金
融

- 95-

機
関
で
あ
っ
た
商
業
銀
行
お
よ
び
投
資
銀
行
め
機
構
内
部
で
、

恐
慌
と
慢
性
的
な
不
況
を
反
映
し
た
相
当
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
集
中
と
再

編
と
が
す
す
め
ら
れ
た
。
商
業
銀
行
の
社
会
的
な
機
能
は
、
従
来
の
ご
と
き
企
業
証
券
を
手
段
と
す
る
諸
企
業
と
の
直
接
的
な
関
係
の
維

持
と
い
う
乙
と
か
ら
、
国
家
が
運
用
す
る
資
金
の
提
供
、
お
よ
び
園
内
市
場
確
保
を
目
的
と
す
る
種
々
の
新
し
い
信
用
分
野
へ
と
移
っ
て

行
く
。
他
方
、

証
券
取
扱
専
門
業
者
と
し
て
の
投
資
銀
行
の
社
会
経
済
的
な
重
要
性
は
一
般
に
後
退
し
、
か
か
る
機
関
の
金
融
的
な
支
配

集
中
力
は
低
下
し
た
。
第
二
に
、

生
命
保
険
会
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
投
資
会
社
、
貯
蓄
銀
行
、
年
金
基
金
な
ど
、
主
と
し
て
大
衆
資
金

の
貯
蓄
・
投
資
機
関
が
三

0
年
代
に
飛
躍
的
に
勢
力
を
拡
大
し
た
。
変
貌
の
こ
の
面
は
、
金
融
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
内
部
に
お
い
て
、
情
勢
の

変
化
に
即
応
し
た
支
配
と
機
能
の
分
化
お
よ
び
再
編
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
特
に
意
味
し
て
い
る
。
第
三
に
、
国
家
が
国
債
政
策
な
ど

に
よ
っ
て
銀
行
に
集
積
さ
れ
た
資
金
を
吸
上
げ

と
れ
を
散
布
、
運
用
し
、
円
滑
な
再
生
産
の
維
持
と
圏
内
市
場
の
確
保
を
は
か
る
と
い

経
済
学
研
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一

品

i
・
デ
ィ

l
ル
期
に
お
け
る
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
形
態

森

う
重
大
な
役
割
を
に
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
ニ

0
年
代
以
降
は
ア
メ
リ
カ
の
金
融
構
造
の
中
に
、

か
か
る
連
邦
機
関
の
役
割
が
新
し
く
登

場
し
た
。

以
上
の
三
つ
の
面
は
も
ち
ろ
ん
お
の
お
の
独
自
に
生
じ
た
変
貌
で
は
な
い
。
金
融
諸
機
闘
が
は
た
す
機
能
の
推
移
は
、
常
に
彼
ら
相
互

の
対
立
、
調
整
と
協
同
と
の
錯
綜
し
た
関
係
を
伴
い
つ
つ
す
す
め
ら
れ
た
。
本
稿
が

応
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

い
ず
れ
が
主
導
し

い
ず
れ
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
ご
と
き
、
単
純
な
変
化
で
も
な
か
っ
た
。

三
0
年
代
に
お
け
る
金
融
構
造
の
変
貌
は
、

ほ
ん
ら
い
、
数
年
に
わ
た
る
末
曽
有
の
不
況
に
対
処
し
た
一
時
的
措
置
の
結
果
だ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
不
況
期
に
生
じ
た
か
よ
う
な
諸
特
徴
が
、

一0
年
代
後
半
に
に
み
ら
れ
る
若
干
の
回
復
過
程
、
戦

後
の
活
況
期
に
も
本
質
的
に
は
維
持
さ
れ
て
き
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
諸
変
化
の
基
本
的
部
分
は
、
現

代
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
構
造
変
化
の
主
要
な
一
環
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
ニ
ュ

i
・
グ
イ

1
ル
期
以
後
の
全
ア

- 96-

メ
リ
カ
経
済
の
か
か
る
再
編
成
の
中
に
問
題
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
場
合
、

わ
れ
わ
れ
が
金
融
構
造
内
部
の
考
察
に
と
ど
ま
り
え
な
い

の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に

こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
よ
う
な
、
主
と
し
て
ア
グ
リ
グ

1
ト
な
分
訴
だ
け
で
も
不
十
分
で
あ
ろ

ャつ。
こ
う
し
て
多
く
の
課
題
が
次
に
ひ
ら
け
て
く
る
。

そ
れ
ら
の
課
題
は
、
現
代
金
融
資
本
な
い
し
菌
家
独
占
資
本
主
義
の
本
賀
と
実
態
を

あ
き
ら
か
に
す
る
と
い
う
究
極
の
目
標
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
い
わ
ば
そ
の
足
が
か
り
の
一
つ
と
し
て
、
一
一
一

0
年
代
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
金
融
的
側
面
を
、
資
金
集
中
と
そ
の
運
用
の
動
態
を
中
心
に
考
察
乙
た
の
だ
っ
た
。

(
一
九
六
一
・
六
・
二
回
)
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